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第１章 第四次計画の策定にあたって 
 

１ 計画策定の背景と趣旨 

 

●平成 13 年 12 月に施行された「子どもの読書活動の推進に関する法律（以下「推進

法」という。）」では、基本理念の中で「子どもの読書活動は、子どもが、言葉を学び、

感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身

に付けていく上で欠くことのできないものである」とし、第９条第２項で「市町村は、

当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村における

子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画を策定するよう努めなければ

ならない」としています。（一部抜粋） 

●近年、情報化の進展は著しく、GIGA スクール構想による学校でのプログラミング教

育、ICT 環境の整備等も進み、学習用端末を含め子どもが学校や家庭で ICT 端末に触

れる時間が増えてきています。 

●情報化の進展は世界的な潮流であり、子どもがこれからの社会で生きていく上で、情

報を取捨選択して役立てる能力を養うことが必要です。さらに、子どもの情報処理能

力と読書力が調和して高まっていくことが求められます。 

●子どもの生活時間から読書に費やす時間が減ることや、それによる本離れや活字離れ

がますます懸念されています。 

●「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律」（令和元年法律第４９号。以下

「読書バリアフリー法」という。）の制定により、本市でも電子書籍をすでに提供して

いますが、紙媒体の書籍から電子書籍への移行ではなく、紙媒体の書籍と電子書籍を

うまく活用していくことが求められます。 

●全国学力・学習状況調査において、「家にある本の冊数が多い児童生徒ほど、教科の平

均正答率が高い傾向が見られる。」、「読書が好きな児童ほど、教科の平均正答率が高い

傾向が見られる。」と報告されています。 

●子どもを取り巻く環境が複雑化・多様化する中、誰一人取り残されず可能性を発揮し

ていくために、すべての子どもの読書機会や学習機会の充実を目指します。「～子ども

の未来へ 豊かな読書活動をつなぐ～」ため、社会全体で積極的に子どもの読書活動

のための環境を整えていくことが必要です。 

●「瀬戸市立図書館利活用計画」に基づき令和８年春に図書館(本館)をリニューアルオ

ープンする予定です。改修後の目指す姿を「大人がゆっくり楽しめる。子どもも一緒

に楽しめる。」とし、令和 5 年 11 月から長寿命化改修工事設計業務を開始していま

す。 



 

第１章 

   第四次計画の策定にあたって 
 

2 

●「瀬戸市立図書館利活用計画」では改修後の目指す姿として５つの指針を挙げていま

す。 

 ①“本を探す図書館から本と出合う図書館へ”を実現する空間づくり 

 ②サードプレイスとして魅力ある滞在交流型の知的空間の創出 

 ③本（知）を介して、ひと・もの・ことが交流できるアクティビティ 

 ④わくわくする“にぎわい空間”と落ち着いた“読書空間”のバランス 

 ⑤瀬戸市の未来を拓く人材が集まり、考えて、活動する場づくり 

●家庭でも学校でもない落ち着ける空間として、子どもが立ち寄りやすく心地よい居場

所としての図書館とします。 

●リニューアル後は、書籍の一部を日本十進分類法に頼らない「テーマ別配架」とし「本

を探す図書館」から「本に出合える図書館」づくりを目指します。 

●子ども・若者図書館ミーティング、高校生図書館ミーティングを開催し、読書や本と

出合える図書館づくりについて、子どもたちの意見を聴く機会を設けました。（資料編

参照） 

●市では、第三次計画までの取組を継続的に行っていくことが重要と考え、今後も家庭、

学校、地域等がそれぞれの役割を果たしながら連携し、子どもの読書活動のための取

組を計画的に推進するよう「第四次瀬戸市子ども読書活動推進計画」を策定します。 

 

２ 計画の位置付け 

 

 （１）国・県の動向 

●推進法は、「子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もっ

て子どもの健やかな成長に資する」ことを目的として制定され、その中で、国（政府）

が「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」を策定し公表することや、４月 23

日を「子ども読書の日」とすることを定めています。 

●これまで、国は平成１４年８月に「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」

を策定し、その後、子どもの読書活動を取り巻く状況の変化等を踏まえ、平成２０年

３月に「同（第二次）」、平成２５年５月に「同（第三次）」、平成 30 年４月には「同

（第四次）、そして令和５年３月に「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画（以

下「第五次基本計画」という。）」を策定しました。 

●第五次基本計画においては、子どもの読書活動の推進のための主な方策のポイントと

して、「探究的な学習活動等での図書館等の活用促進」や「多様な子どもの可能性を引

き出すための読書環境の整備」、「図書館及び学校図書館等の DX を進める」ことなど

を掲げています。 
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●国の第４期教育振興基本計画ではコンセプトを「２０４０年以降の社会を見据えた持

続可能な社会の創り手の育成」、「日本社会に根ざしたウェルビーイングの向上」とし

ています。 

●県では、平成１６年３月に「愛知県子ども読書活動推進計画」、平成２１年９月に「同

（第二次）」、平成２６年３月に「同（第三次）」、平成３１年２月に「同（第四次）」を

策定しました。 

●第四次推進計画においては、基本理念を「未来へつなぐ、いつも本のある暮らし」と

し、「家庭、地域、学校等における取組の充実」及び「子供読書活動推進支援の一層の

充実」の２つの基本目標のもと「高校生ビブリオバトル愛知県大会の開催」や「家読

書（うちどく）事業の推進」等新規事業を含めた各種取組を推進するとしています。 

 

 （２）瀬戸市の動向 

●平成２９年３月に「第６次瀬戸市総合計画」を策定し、将来像「住みたいまち 誇れる

まち 新しいせと」を実現するための３つの都市像の内２つに、「安心して子育てがで

き、子どもが健やかに育つまち」、「地域に住まう市民が自立し支え合い、笑顔あふれ

るまち」を掲げています。これらは、子育てや教育、生涯学習の充実等を目指すもの

であり、子どもの読書活動推進に関わる大きな方向性と言えます。 

●瀬戸市教育大綱では、「子どもたちを取り巻く環境が複雑化・多様化する中、誰一人取

り残されず、相互に多様性を認め、子どもたちの可能性を引き出していくためには、

（中略）社会全体で教育を推進する“地域とともにある学校づくり”に引き続き取り

組むとともに、９年間を見通した小中一貫教育の深化など教育環境を整備し、ウェル

ビーイングの向上と、子どもたちの多様な教育ニーズに対応したきめ細やかな教育の

推進により、「まちと未来を拓く人づくり」を目指」す、としています。 

●平成２８年３月には、瀬戸市教育振興基本計画として「第２次瀬戸市教育アクション

プラン」（令和４年３月改訂）を策定し、基本理念のひとつに「瀬戸のすべての子ども

たちが「瀬戸で学んでよかった」」を掲げ、基本理念の実現と「自ら考え、学び、生き

抜く力」を育成するための様々な教育施策が進められています。 

同プランでは、基本目標「豊かな心の育成」の基本施策の一つに「図書館サービスの

充実」を掲げています。多様な個人がそれぞれ幸せや生きがいを感じることができる

読書活動は、豊かな心を育み、国の教育振興基本計画、瀬戸市教育大綱にもあるウェ

ルビーイングの向上に役立つものです。 

●子ども読書活動においては、平成２０年４月に「瀬戸市子ども読書活動推進計画（以

下「第一次計画」という。）」、平成２６年４月には「同（第二次）（以下「第二次計画」

という。）」、平成３１年３月には「同（第三次）（以下「第三次計画」という。）」を策

定し取組を進めてきました。令和５年度末に第三次計画の期間終了を迎えることから、

国・県の計画及び市の子ども読書活動の推進状況等を踏まえ、明らかになった課題に
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対応するため、「瀬戸市子ども読書活動推進計画（第四次）（以下「第四次計画」とい

う。）」を策定します。 

 

図表 1-1 子ども読書活動推進計画の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画策定の目的 

 

計画策定を通じ、国・県を含めた本市の子ども読書活動の実状を踏まえながら、既

に実施している取組と今後推進すべき取組を明らかにし、連携と協働による推進体制

の構築や子どもの読書活動への理解と関心の普及・啓発の指針とします。 

 

 

４ 計画策定の基本的な考え方 

 

●計画策定に当たっては、次の３つの視点を基本とします。 

①各主体の取組を整理し更新する。（着実な実行を目指す） 

②協働の範囲と連携の方策を探る。（切れ目ない推進を図る） 

③プロモーションを意識する。（効果的に普及・啓発する） 

●取組のポイントを示すことで、取組相互の関連や優先度を明らかにして、進捗管理の

目安とします。 

●発達段階に応じ切れ目なく取組を推進するため、取組主体と対象とする年齢層を体系

的に表で示します。 

子どもの読書活動の推進に関する法

律（平成 13 年 12 月） 

国：第五次「子どもの読書活動の推進に関

する基本的な計画」（令和５年３月） 

県：「愛知県子供読書活動推進計画

（第四次）」（平成 31 年２月） 

瀬戸市：「子ども読書活動推進計画（第四次）」 
（令和６年３月） 

「第６次瀬戸市総合計画」 

（平成 29 年 3 月） 

「第２次瀬戸市教育アクションプラン」

（平成 28 年 3 月/令和４年３月改訂） 

子ども読書活動の推進関連計画等 市の上位計画等 

「瀬戸市子ども総合

計画」（令和２年３

月）等 

関連計画 
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５ 計画期間 

 

令和６年度～令和１０年度 

 

●計画期間は、令和６年度からの５年間とします。 

●計画期間中に、子どもの読書活動を取り巻く状況等の大きな変化や国・県の関連計画

及び市の上位計画等の変更が生じた場合には、必要に応じて見直しを行います。 

 

図表 1-2 子ども読書活動推進計画等の計画期間 

令和 年度 ５年度 

(2023) 

６年度 

 

７年度 ８年度 ９年度 10 年度 

(202８) 

11 年度 12 年度 13 年度 

(2031) 

瀬戸市総合計

画 

 

         

瀬戸市教育ア

クションプラ

ン 

         

子ども読書活

動推進計画 

 

         

 

 

６ 計画の対象  

 

●計画の対象は、おおむね 18 歳以下の子どもと、保護者、子どもの読書活動に関わる

団体、地域等とします。 

 

 

第６次 
平成 29 年度～ 

第２次 
平成 28 年度～ 

第三次 第四次 
令和６年度～ 

第７次 

第五次 

第３次 
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第２章 現状と課題 
 

１ 瀬戸市の子ども読書活動を取り巻く現状 

 

●国の第五次基本計画や県が実施した「愛知県における子どもの読書活動の現況」

（2022 年調査）の結果及び「瀬戸市子ども読書活動推進計画（第三次）推進のため

の取組進捗状況・方針調査（令和５年６月実施。以下「第三次計画進捗状況調査」と

いう。）」から、市の子ども読書に関わる現状と課題を整理します。 

 

 （１）社会状況 

●生産年齢人口の減少、グローバル化の進展等により将来の予測が困難な状況の中で、

様々な情報を見極めていくことが必要になっています。一方、ＩＣＴを利用する時間

は増加傾向にあります。あらゆる分野の多様な情報に触れることがますます容易にな

る一方で、視覚的な情報と言葉の結び付きが希薄になり、知覚した情報の意味を吟味

したり、文章の構造や内容を的確に捉えたりしながら読み解くことが少なくなってい

るのではないかとの指摘もあります。 

●読書活動は、情報をもとに自分の考えを形成し表現する等、新しい時代に必要となる

能力を育むという点からもますます重要になると考えられます。 

●国の第五次基本計画によると、小学生から高校生の不読率は新型コロナウイルス感染

症拡大による措置により全国一斉臨時休業等を経て上昇していますが、高校生の不読

率は依然として高く、高校生の読書習慣の形成や読書への関心を高める取組が課題と

なっています。 

 

 （２）県の状況 ～読書の実態～ 

●愛知県における「子どもの読書活動の現況」（2022 年調査）によると、次のような

実態と課題があります。 

●小・中・高のいずれの世代においても不読率は上昇傾向にあり特に高校生は依然とし

て高い状況にあります。 

●１人１台端末の利用によって学習環境が大きく変化する中、デジタル社会に対応した

読書環境の整備等、子どもたちの読書の推進に向けての検討をする必要があります。 
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愛知県における子供の読書活動の現況 
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 （３）市の状況 ～取組の状況～ 

子どもの読書活動推進についての全体的な取組状況は、次項「２ 第三次計画に

おける主な成果と課題」で示しますが、ここでは、各取組主体・施設における取組

と蔵書等について示します。（資料編参照） 

 

①学校等 

●保育園・幼稚園では、すべての園で絵本や紙芝居の読み聞かせを行っています。

また、日常的に読書の時間を設ける等、保育や指導に読書活動を積極的に取り入

れています。また、図書室や図書コーナーの図書の充実や絵本の貸出しを行う等、

子どもが本を手に取りやすい環境づくりを工夫しています。 

●小中学校では、毎週１～２回と定期的に教員、保護者、ボランティア、生徒によ

る朝読、あるいは読み聞かせを行っている学校が多くあります。また、読書週間

や読書月間といった取組時期を決め、教員や図書委員等によるお勧めの本の紹介

や、学年ごとにテーマを決めた読書、家庭での親子読書週間の実施、図書館司書

によるブックトーク等、ユニークな活動を進めています。 

●小中学校の図書充足率は、施設的な条件も影響してか学校によって差があり、３

割強の学校で 100％に達していません。（令和４年度末蔵書数による）小学校で

は、７５％～２００％となっています。図書室を共有しているにじの丘小学校を

除き１５校中１１校で１００％を超えています。図書充足率が低い学校に対して

は、瀬戸市立図書館（以下「図書館」という）が配本により支援をしています。

中学校では図書充足率は５１％～1５３％です。大半の学校で充足率は１００％

前後となっています。 

●市内の４つの県立高等学校では朝読や図書の紹介、「図書館だより」の発行、テー

マに合わせた選書・展示、読書感想文の作成等を行っています。 

 

②図書館 

●平成 11 年に図書館の呼びかけにより発足した瀬戸図書館友の会により、七夕や

クリスマスの歳時に合わせた館内の飾り付けやおはなし会が行われています。 

●ボランティアやサポーターとの協働により読み聞かせやブックスタート事業を

行っており、平成 29 年１月から児童コーナーで平日毎日実施していた読み聞か

せは、新型コロナウイルス感染症防止対策のため休止していた期間を経て、令和

３年９月からボランティアやサポーターの協力を得ながら徐々に再開する等、取

組が充実してきています。 

●読書活動推進の取組として、青少年向け図書を集架したティーンズコーナーを常

設しています。また、大学コンソーシアムせと加盟大学との連携事業として平成

27 年度から年１回ビブリオバトルを開催しており、平成 29 年度からは市内の
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高校との連携により高校生の参加が実現しています。 

●地域図書館等を含む全蔵書数（令和４年度）は、333,346 冊で、うち児童書は

100,160 冊所蔵しています。 

●図書の年間貸出状況（令和４年度）は、本館のほかに情報ライブラリー、地域図

書館を合わせて 594,164 冊で、うち児童書の貸出しは 298,890 冊あり、一般

書の 259,999 冊を上回りました。（資料編参照） 

 

③地域図書館 

●小中学校との連携により、土日祝日に学校図書館を一般開放し、貸出しや予約本

の受取等の図書館サービスを提供する「地域図書館事業」を行っています。中学

校区に各１校を目標に平成 18 年 10 月の品野台小学校での開設以降、光陵中学

校、西陵小学校、水野小学校、東山小学校、幡山西小学校の順に開設し、令和 2

年 10 月には７校目となるにじの丘学園地域図書館を開設しました。地域図書館

開設校へは、図書の購入や週１回の図書館司書の派遣によるブックトーク等の読

書活動への支援を行っています。 

●貸出冊数はほぼ毎年増えています。また、入館者数は７館すべての地域図書館で

前年度から増えており、地域になくてはならないものとなっています。 

●市内に７つある中学校区のうち、水無瀬中学校区には未だ地域図書館が開設でき

ていません。瀬戸市内すべての中学校区に地域図書館が設置されることを目指し

ています。 

 

④地域施設 

●交通児童遊園（せとクルランド）やせとっ子ファミリー交流館、子育て総合支援

センターキッズコーナーでは、図書コーナーを設け、来館する子どもやその保護

者が本を自由に読める場を提供しています。また、子育て支援事業や育児講座、

サロン等で絵本の読み聞かせ等を行っています。 

●公民館では、市内にある１４館のうち、図書室（図書コーナー）があるのは１2

館あり、８割程度の公民館で読書活動のための環境が整っています。また、市内

に６館となった地域交流センターでは、図書室（図書コーナー）が３館あり、そ

のうち２館で貸出しを行っています。しかし、これらの施設で貸出しを行ってい

ない場合や、図書室があっても利用がほとんどされていない場合等があります。 
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２ 第三次計画における主な成果と課題 

 

「第三次計画における取組状況」について、その進捗や評価を行い今後の課題を整

理します。 

はじめに、第三次計画に掲げた数値目標の達成状況を下表の「評価」欄のとおりま

とめました。 

 

 

※令和 2 年 3 月から令和 5 年 5 月までの間、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策

による影響があり、読み聞かせや催事等は制限の中で実施しました。 

※学校での朝読等実施率について、目標は未達成ながら、平成 2９年度と比べて令和４

年度の実施率は小中学校で増加しました。各小中学校において朝読等の読書活動を実施

できた結果となりました。 

 

 （１）子どもが読書に親しむ機会の提供・充実に関する取組の成果と課題 

①家庭での読書活動への支援  

●０歳からの読書習慣の形成の一助となるブックスタート事業や家読（うちどく）

推進の啓発について達成できており、今後も継続していく必要があります。 

●子どもが本に出合うきっかけづくりとするブックスタート事業は、コロナ禍では

６か月児の健康相談時にブックスタートパックを渡すのみでしたが、コロナ禍以

降は読み聞かせと絵本のプレゼント等を再開しています。該当する対象のうち実

施率は 90％を超えており、令和４年度には 97％に達しています。 

●ブックスタート事業のフォローアップ事業として図書館で行う読み聞かせは、ボ

ランティアの協力を得て実施しています。ボランティアステップアップ講座など

の研修の実施や、無理のないボランティア活動の継続性に配慮が必要です。 

項 目 初期値 目標値 令和４年度実績値 評価 

図書館で活動する読

み聞かせボランティ

ア団体数・人数 

８団体・56 人

（H30） 
現況値を維持 ６団体・54 人 未達成 

図書館の団体貸出冊

数 

29,690 冊 

（H29） 
現況値を上回る 29,332 冊 未達成 

学校での朝読等実施

率 

小 90％、 

中 78％、 

高 50％（H29） 

小 100％、 

中 100％、 

高 75％ 

小 94％、 

中 88％、 

高 50％ 

小中は H29 より

増加が見られる

が目標は未達成 

「子ども読書の日」

関連催事数・取組主

体数 

３催事・１主体

（H30） 
10 催事・３主体 ３催事・１主体 

H30 の数値を維

持しているが目

標は未達成 
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●大人向けの読み聞かせ・講座はコロナ禍の期間については日常的な制限もあり開

催できませんでしたが、令和４年度は三密を避けるなどの制限をしながら開催を

しました。 

●交通児童遊園（せとクルランド）や、せとっ子ファミリー交流館、公民館への図

書室（図書コーナー）の設置、絵本の貸出し等を第一次計画の頃から継続してお

り、より魅力ある書棚づくりや図書の計画的な充実が求められます。 

●親子で参加できるおはなし会や読み聞かせ等は図書館をはじめ、交通児童遊園

（せとクルランド）、せとっ子ファミリー交流館で開催しています。 

●読み聞かせ等の実施にあたっては、子育て環境の変化に即した企画内容の工夫や

対象の拡大等に対応し、家庭での読み聞かせ等読書活動につなげることが課題で

す。 

 

②保育園・幼稚園等での読書機会の提供・充実  

●保育園では、保育活動の中で読書の時間を設け、本の貸出しを行っています。園

ごとで図書館の蔵書を活用した図書の充実に偏りがあるため、団体貸出し制度の

周知と利用促進が課題です。 

●幼稚園では、絵本タイムや図書室（図書コーナー）の設置、本の貸出し等、各園

が読書活動のための環境づくりを創意工夫しています。 

 

③学校での読書機会の提供・充実 

 ●新型コロナウイルス感染症拡大防止のためブックトークや保育園での絵本の貸

出し等について一部実施できなかった事業はあるもののほぼ達成できています。 

●子どもの主体的な読書活動や読書習慣の定着についての取組はほぼ達成してい

ます。引き続き創意工夫し子どもが読書離れをしない取組が必要です。 

●読書指導や読書時間の充実、読書週間等での事業についてはほぼ達成しています。 

●平成２９年度から実施している図書館めぐりやビブリオバトルへの参加はコロ

ナ禍を除き継続しています。高校生が積極的に参加できるよう PR と読書活動推

進事業の継続が必要です。 

●小学校では、すべての学校で読書週間を設け、読み聞かせをはじめとした、様々

な工夫を凝らし、子どもが楽しめる活動が取り組まれています。また、国語や社

会等の教科で調べ学習や図書室の利用指導等が行われています。 

●中学校では、朝読や読み聞かせの実施、図書委員による図書だよりの発行や本の

紹介等の活動が行われています。 

●高校では、朝読、「図書館だより」の発行、読書週間の展示等、各校で特色ある取

組が行われています。 
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④図書館での読書機会の提供・充実 

●市内小学校を対象にした図書館見学や、保育園・幼稚園からの図書館訪問につい

てはコロナ禍の影響もあり未達成の部分があります。 

●図書館へ来る機会づくりの促進と、すべての子どもへの図書館サービスの提供の

ため、読み聞かせ、おはなし会等の開催や、ＬＬブック等読書に障害がある子ど

もに対応した図書の収集等さらなる充実が課題です。 

●直接来館できない子どもへのサービスの提供については、郵送による貸出しを行

っています。また、電子書籍を充実していますが、利用者の増加は芳しくありま

せん。 

 

⑤地域での読書機会の提供・充実 

●身近な場所で読書に親しむ環境づくりや機会の充実のため地域図書館を開設し

ています。 

●地域図書館の利用促進のため、図書館ホームページへの案内の掲載や、児童生徒

を通してチラシを配布するなど PR を行っています。利用のきっかけとなる地域

図書館内での講座は、一部の地域図書館では開催できています。今後すべての地

域図書館で開催できるような仕掛けづくりが課題です。 

●せとっ子ファミリー交流館、交通児童遊園（せとクルランド）などの地域施設で

も定期的な読み聞かせを実施することができています。引き続き継続的な実施と

新規来館者を増やす取組が必要となってきます。 

 

 

 （2） 子どもの読書活動を推進するための環境の整備の成果と課題 

 

①身近に本がある環境の整備  

●令和２年１０月、にじの丘学園に地域図書館を開設し地域図書館は現在７館とな

りました。瀬戸市ではすべての中学校区に地域図書館の設置を目標としており、

開設できていない地区は水無瀬中学校区のみとなっています。 

●地域の公民館では１４館のうち１２館で図書室や図書コーナーを設け貸出しを

行っています。多くの館で同じ人の利用が目立っています。 

●遠隔地や子ども向け催事への自動車文庫による貸出し等の出張サービスについ

ては未実施でした。地域図書館や電子図書館の活用など新たな実施方法の検討が

必要です。 

 

②図書の充実  

●読書のバリアフリー化に対応した図書館資料について大活字本や大型絵本、紙芝 

居の収集など積極的に行いました。引き続き収集は必要です。 
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●来館できない子どもへ郵送による図書の貸出しを行っていますが、紙の本では読

書をすることが困難な子どものためには、令和３年２月に電子書籍の導入を行っ

ています。しかし利用者数は伸び悩んでいるため広報活動等が課題です。 

●保育園・幼稚園、子ども・子育て支援施設等においては各年齢の子どもたちの興

味のある図書をそろえ環境を整備しています。また、学校図書館ではいつでも読

書ができるように学級文庫を整えています。今後も読書に親しめる環境を維持す

ることが課題となっています。 

 

③連携・協働による推進体制の整備 

●図書館から地域図書館以外の学校に対して配本を行っています。また、地域図書

館を開設している学校へは学校司書派遣を行っています。引き続き事業実施が必

要です。 

●家庭、学校、地域、行政機関での子ども読書活動に関わる人材・団体間の情報を

共有化するため令和４年度は読み聞かせボランティア研修を開催しました。読み

聞かせボランティア等有用な人材の活用を図ることと継続的に参加してもらえ

るボランティアの確保が課題です。 

 

 

 （３） 子どもの読書活動への理解と関心の普及・啓発の成果と課題 

 

①子どもの関心を高めるための取組  

●子どもの関心を高めるための取組として読書通帳機の導入を検討していました

が維持管理費等が必要となるため未実施となりました。これに代わるものとして

利用者自身で読書の記録を残すことができる「読書手帳」を作成し窓口で配布し

ています。 

●各施設での読み聞かせの実施は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため休止

期間を経て図書館や学校では徐々に再開しました。今後はコロナ禍前の開催に戻

すことができるよう、読み聞かせボランティアとの連携をしながら継続的に開催

することが課題です。 

●大学コンソーシアムせと加盟大学との連携事業として平成 27 年度から年１回ビ

ブリオバトルを開催しており、平成 29 年度からは市内の高校との連携により高

校生の参加が実現しています。発表者、参観者ともに高校生の参加が少ないため

参加を促すための PR や魅力ある企画を検討する必要があります。 

 

②普及啓発活動 

●市の広報媒体等を活用した積極的な情報発信については、広報紙やホームページ
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で図書館の催しや新着本の紹介を行っています。また、玄関展示やギャラリー展

示についても図書館のＳＮＳを利用し発信しています。しかしながらホームペー

ジを利用して直接的に子ども読書活動への理解と関心を高めることについては、

啓発・ＰＲを十分に実施することができませんでした。広報活動による啓発やホ

ームページ等の工夫が必要です。  

●「子ども読書の日」を中心に読書感想画の展示や図書のテーマ展示、キッズルー

ムの開設を行い、期間中毎日読み聞かせを実施しました。開催時間を午後から午

前中に変更するなどして集客することができました。 

●保育園では読書の日を意識し、年齢に応じた読み聞かせを実施しています。家読

につながるよう保護者への周知が課題です。 

●学校では読書週間に合わせて読書まつりなどの催事をしています。おすすめの本

を図書委員会等が紹介している学校もあります。学校行事が重なり読書週間に実

施できない学校もありますが各校工夫し日にちをずらすなどしています。 

●読書週間中に行われる瀬戸高校の図書館まつりへ、図書館は広報で参加者を募集

し同行しています。継続して参加できる体制をとることが課題です。 
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３ 第四次計画において取り組むべき課題 

 

●図書館では、令和４年７月から令和５年８月に、子どもたちから将来の図書館づくり

のためのアイデアや、子どもの思い、考え等、意見を聴くため、子ども・若者図書館

ミーティング、高校生図書館ミーティングを開催し、さまざまな意見をいただきまし

た。（資料編参照） 

●国・県の計画や、「１ 瀬戸市の子ども読書活動を取り巻く現状」、「第三次計画におけ

る主な成果と課題」、上記の子どもたちの意見を踏まえて、第四次計画において取り組

むべき課題を、次のように整理することができます。 

 

 （１）発達段階に応じて切れ目なく子どもが読書に親しむ機会を充実すること 

 

●本市においては、乳児から幼児、児童・生徒の子どもの発達段階に応じて、読書に

親しむ機会を保育園・幼稚園、学校、図書館等で提供しています。 

引き続き、家庭における読書の一層の推進、各取組主体の連携・協働により、子ど

もが乳幼児期から切れ目なく読書に親しむ機会を充実することが必要です。 

 

 （２）子どもが身近に読書活動をしやすい環境を整備すること 

  

 ●図書館リニューアルに伴い、子どもが本に興味を持ち、本を手に取りやすい環境、

本に出合える環境を整えることが必要です。 

●本市においては、学校と図書館との連携による地域図書館を開設し、身近な場所で

の読書環境を整備しています。水無瀬中学校区では地域図書館が開設されていない

ため他の地域図書館同様に更なる充実と整備をすることが必要です。 

交通児童遊園（せとクルランド）等へ図書館の団体貸出しによる図書の充実が引き

続き必要です。 

●放課後児童クラブ等、子どもにとってさらに身近な場所で読書ができる環境を整え

ることや、すべての子どもが本に親しみ読書が楽しめるよう子どもの読書活動に関

わる人材や、団体の連携・協働による推進体制を整備することが必要です。 

 

 （３）子どもや市民の読書活動への関心を高めること 

 

●本市においては、「読書週間」を中心に図書館や学校等で様々な催事や啓発活動を行

っています。さらに、「子ども読書の日」に合わせた啓発活動等、図書館や図書の利
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用を楽しみにするしくみの導入、不読率の改善が望まれる高校生を対象とする催事

等の実施により、子どもや市民の読書活動への関心を高めることが必要です。
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第３章 第四次計画の基本的な方針 
 

１ 基本理念 

 

本計画では、子どもが本に親しみ、読書の楽しさを知り、読書を通じて豊かな感性

と知識を身に付け、未来に向け生き抜く力を得られるよう、家庭、学校、図書館、地

域等がそれぞれの役割を果たしながら連携・協働して子どもの発達段階に応じた読書

活動を推進することを目指し、次の基本理念を掲げます。 

 

 

 

 

 

２ 基本目標 

 

 基本目標１ 子どもが読書に親しむ機会の提供・充実 

●家庭、学校、図書館、地域等、各主体がそれぞれの場で、子どもが本に親しみ、自主

的に読書する機会を提供・充実します。 

●子どもが本に親しむことの喜びや楽しさを感じ、読書を通じ生きる上で必要な知識を

得ることができるように、子どもの発達段階に応じた働きかけを行っていきます。 

 基本目標２ 子どもの読書活動を推進するための環境の整備 

●図書館リニューアルに伴い「大人がゆっくり楽しめる。子どもも一緒に楽しめる。」を

コンセプトとし、テーマ別配架に対応した「本に出合える図書館」とする等、環境を

整えます。 

●子どもが本に興味を持ち、良い本に出合うことができるように、身近に本があり子ど

もと本をつなぐことができる環境を整えます。 

●学校、図書館、関係機関等が連携・協働して、読書活動を推進する雰囲気が育まれる

よう施設の環境を充実します。 

 基本目標３ 子どもの読書活動への理解と関心の普及・啓発 

●子ども自身が読書への関心を高めるとともに、子どもに関わるすべての人が子どもの

子どもの未来へ 豊かな読書活動をつなぐ 
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読書活動の意義と重要性について理解を深めるための普及・啓発を行います。 

３ 施策の体系 

基本目標１ 

子どもが読書に親し
む機会の提供・充実 

 （１）家庭での読書活動への支援 
【111】ブックスタート事業の実施 
【112】「家読（うちどく）」推進の啓発 
【113】大人向け読み聞かせ・講座の実施 

 （２）保育園・幼稚園等での読書機会の提供・充実 
【121】読み聞かせの実施 
【122】本の貸出しの充実 

 
（３）学校での読書機会の提供・充実 

【131】読み聞かせ・ブックトークの実施 
【132】読書指導・朝読の充実 
【133】読書週間・月間催事の充実 
【134】高等学校との連携事業の実施 

 （４）図書館での読書機会の提供・充実 
【141】図書館見学・訪問の実施 
【142】読み聞かせ・おはなし会等の開催 
【143】図書館利用のバリアフリー化 
【144】来館できない子どもへのサービスの提供 

 （５）地域での読書機会の提供・充実 
【151】地域図書館の利用促進 
【152】地域施設での読み聞かせ等の実施 
【153】放課後児童クラブ等での読書活動の推進 

 
（６）発達段階に応じた切れ目のない読書活動の推進 

※上記（１）～（５）の取組の連続的な展開 

   

基本目標２ 

子どもの読書活動を
推進するための環境
の整備 

 （１） 身近に本がある環境の整備 
【211】図書館リニューアルによる施設の充実 
【212】地域図書館の増設・充実 
【213】情報ライブラリーのティーンズコーナーの充実 

 
（２）図書の充実 

【221】図書館の図書の充実 
【222】図書館等における青少年向けコーナーの開設 
【223】保育園・幼稚園、子ども・子育て支援施設等の 

図書コーナーの整備 
【224】学校図書館の整備 
【225】団体貸出し制度の活用の促進 

 （３）連携・協働による推進体制の整備 
【231】学校の調べ学習への図書館からの支援 
【232】団体貸出しの対象・貸出し図書の充実 
【233】子どもの読書活動に関わる人材・団体間の情報の共有化 
【234】ボランティア登録制度の整備 
【235】ボランティア団体との連携 
【236】地域図書館開設校へ図書館からの司書の派遣 

   

基本目標３ 

子どもの読書活動へ

の理解と関心の普及・
啓発 

 
（１）子どもの関心を高める取組 

【311】各施設での読み聞かせの実施 
【312】高校生参加ビブリオバトルの開催等 

 
（２）普及啓発活動 

【321】広報紙・ＨＰ等を通じたＰＲ 
【322】「子ども読書の日」催事・啓発活動の実施 
【323】「読書週間」催事・啓発活動の実施 

※【 】内の番号は進行管理のための施策番号 
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第４章 第四次計画の具体的な取組 
 

１ 子どもが読書に親しむ機会の提供・充実 

 

【施策の目的】 

●子どもの発達段階に応じて読書に親しむ機会を、様々な主体・方法・場所で提供しま

す。 

●乳幼児期の絵本に触れる段階から、高校生期の自主的に本を選ぶ段階まで、連続して

切れ目なく読書活動が行われるよう支援します。 

 

【施策が目指す将来の姿】 

●乳幼児期から高校生期まで、子どもが本に触れ親しみ、自主的に読書をして、段階に

応じて心が発達しています。 

●保護者を始めとする大人が、読書の意義をよく理解し、読書を楽しみ、心豊かに過ご

す姿を子どもに示すとともに、家庭、学校、図書館、地域等において、子どもが本に

親しむ機会を積極的に提供しています。 

 

 （１）家庭での読書活動への支援 

【取組推進のポイント】 

●０歳からの読書習慣の形成 

●保護者等大人への読書活動の働きかけ 

主な取組 取組方法 取組主体 
連携・ 

協働組織 

取組指標 

現在 計画期間 

【111】 

ブックスター

ト事業の実施 

６か月児の健康相談時に、

絵本の読み聞かせ、ファー

ストブックの配布等を行

う。外国語版（7 言語）アド

バイスブックを用意し必要

に応じ配布する。 

図書館 

健康課 
ボランティア 実施 継続 

【112】 

「家読（うち

どく）」推進の

啓発 

県が推進する「家読」事業に

について、市民周知のため

の啓発を行う。 

図書館 

小中学校 
― 実施 継続 

【113】 

大人向け読み

聞かせ・講座

の実施 

保護者等大人を対象に読み

聞かせや読書の大切さ等を

学ぶ講座を開催する。 

図書館 

子ども・若者

センター 

ボランティア 

保育園・幼稚園 
実施 継続 
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 （２）保育園・幼稚園等での読書機会の提供・充実 

【取組推進のポイント】 

●各園での読み聞かせや本の貸出しの積極的な実施 

●保育園・幼稚園等における図書館の絵本等の利用促進 

主な取組 取組方法 取組主体 
連携・ 

協働組織 

取組指標 

現在 計画期間 

【121】 

読み聞かせの

実施 

図書館の団体貸出しの利用

により大型絵本等を使う

等、子どもの関心や興味を

広げる、絵本・紙芝居の読み

聞かせを行う。 

保育園 

幼稚園 

図書館 

ボランティア 
実施 継続 

【122】 

本の貸出しの

充実 

図書館の団体貸出しの利用

により図書を充実し、家庭

においても子どもが本に親

しめるよう絵本等の貸出し

を行う。 

保育園 

幼稚園 
図書館 実施 継続 

 

 （３）学校での読書機会の提供・充実 

【取組推進のポイント】 

●子どもの主体的な読書活動や読書習慣の定着のための働きかけ 

●学校での読書指導や読書時間の充実 

●読書週間等での子どもにとって魅力ある催事の実施 

主な取組 取組方法 取組主体 
連携・ 

協働組織 

取組指標 

現状 計画期間 

【131】 

読み聞かせ・

ブックトーク

の実施 

図書館からの司書の派遣や

ボランティアの協力によ

り、読み聞かせ、ブックトー

クを実施する。 

小中学校 
図書館 

ボランティア 
実施 継続 

【132】 

読書指導・朝

読の充実 

国語における読書の仕方や

大切さについての学習、社

会等における調べ学習での

図書館の利用等の読書指導

を行う。また、朝読活動を推

進し、学校生活での読書時

間を確保する。 

小中学校 

高等学校 
― 実施 継続 

【133】 

読書週間・月

間催事の充実 

読書週間等に、読書活動推

進のための催事を開催す

る。 

図書館 

小中学校 

高等学校 

― 実施 継続 

【134】 

高等学校との

連携事業の実

施 

高校生ビブリオバトルや高

校図書館めぐり等、図書館

と市内高等学校との連携に

より、高校生のための読書

活動推進事業を実施する。 

図書館 

高等学校 
― 実施 継続 
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 （４）図書館での読書機会の提供・充実 

【取組推進のポイント】 

●図書館へ来る機会づくりの促進 

●すべての子どもへの図書館サービスの提供 

主な取組 取組方法 取組主体 
連携・ 

協働組織 

取組指標 

現状 計画期間 

【141】 

図書館見学・

訪問の実施 

市内小学校を対象に図書館

見学を実施する。また、保育

園・幼稚園にも図書館訪問

を呼びかける。 

図書館 

小学校 

保育園 

幼稚園 

― 実施 継続 

【142】 

読み聞かせ・

おはなし会等

の開催 

読み聞かせ、おはなし会、一

日司書体験等、多様な催事

を開催する。 

図書館 

ボランティア 

図書館友の会 

― 実施 継続 

【143】 

図書館利用の

バリアフリー

化 

LLブック等読書に障害があ

る子どもに対応した図書の

収集・充実や利用しやすい

施設の改修・整備により図

書館サービスのバリアフリ

ー化を行う。 

図書館 ― 実施 継続 

【144】 

来館できない

子どもへのサ

ービスの提供 

直接来館できない子どもへ

郵送による図書の貸出しを

行う。そのための利用方法

等広報を行う。 

図書館 ― 実施 継続 

 

 （５）地域での読書機会の提供・充実 

【取組推進のポイント】 

●身近な場所で読書に親しむ環境づくりや機会の充実 

主な取組 取組方法 取組主体 
連携・ 

協働組織 

取組指標 

現状 計画期間 

【151】 

地域図書館の

利用促進 

地域図書館について学校の

集会等を通じ子ども・保護

者等にも積極的にＰＲし認

知度を高める。利用のきっ

かけとなる講座等を開催す

る。 

図書館 
地域図書館

サポーター 
実施 継続 

【152】 

地域施設での

読み聞かせ等

の実施 

公民館や子ども・子育て支

援施設等において、読み聞

かせ等を行う機会を増や

す。 

まちづくり

協働課 

せとっ子ファ

ミリー交流館 

交通児童遊園 

図書館 

ボランティア 
実施 継続 

【153】 

放課後児童ク

ラブ等での読

書活動の推進 

小学生等が家庭や学校以外

で過ごす施設に図書館の団

体貸出し等の利用を案内し

読書活動を推進する。 

図書館 

こども未来課 
― 実施 継続 
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 （６）発達段階に応じた切れ目のない読書活動の推進 ※(1)～(5)の取組の連続的な展開 

【取組推進のポイント】 

●子どもの発達段階に応じて、子どもが本に親しみ、読書を楽しむことができる機会を

切れ目なく提供 

●各主体が連携・協働して連続的・発展的に子どもの読書習慣を形成 

 

図表２-1 読書に関する発達段階ごとの特徴 

① 就学前（幼稚園、保育所、認定こども園等）の時期（おおむね６歳頃まで） 

乳幼児期には、周りの大人から言葉を掛けてもらったり乳幼児なりの言葉を聞いてもらった

りしながら言葉を次第に獲得するとともに、絵本や物語を読んでもらうこと等を通じて絵本や

物語に興味を示すようになる。さらに様々な体験を通じてイメージや言葉を豊かにしながら、

絵本や物語の世界を楽しむようになる。 

② 小学生の時期（おおむね６歳から 12 歳まで） 

・低学年では、本の読み聞かせを聞くだけでなく、一人で本を読もうとするようになり、語

彙の量が増え、文字で表された場面や情景をイメージするようになる。 

・中学年になると、最後まで本を読み通すことができる子どもとそうでない子どもの違いが

現れ始める。読み通すことができる子どもは、自分の考え方と比較して読むことができる

ようになるとともに、読む速度が上がり、多くの本を読むようになる。 

・高学年では、本の選択ができ始め、その良さを味わうことができるようになり、好みの本

の傾向が現れるとともに読書の幅が広がり始める一方で、この段階で発達がとどまった

り、読書の幅が広がらなくなったりする者が出てくる場合がある。 

③ 中学生の時期（おおむね 12 歳から 15 歳まで） 

多読の傾向は減少し、共感したり感動したりできる本を選んで読むようになる。自己の将来

について考え始めるようになり、読書を将来に役立てようとするようになる。 

④ 高校生の時期（おおむね 15 歳から 18 歳まで） 

読書の目的、資料の種類に応じて、適切に読むことができる水準に達し、知的興味に応じ、

一層幅広く、多様な読書ができるようになる。 

（出典）第五次「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」 
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図表２-2 発達段階に応じた取組一覧表（基本目標１に示す取組） 

    歳 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

乳幼児期 小学生期 中学生期 高校生期  

家 

庭 

    

地 

域 

図
書
館 

 

 

 

 

 

 

 

   

地
域
施
設 

 

 

 

 

   

学
校
等 

幼
稚
園
・ 

保
育
園
等 

 

 

 

 

   

小
学
校 

 

 

 

 

 

   

中
学
校 

 

 

 

 

   

高
等
学
校 

    

 

 

 

ブック 
スタート 
事業の実施 

大人向け・読み聞かせ・講座の実施 

「家読（うちどく）」推進の啓発 

読み聞かせ・ブックトークの充実 

朝読指導・朝読の充実 

朝読指導・朝読の充実 

読書週間・月間催事の充実 

読書週間・月間催事の充実 

読書週間・月間催事の充実 

高等学校との連携事業の実施 

図書館見学・訪問の実施 

各園での読み聞かせの実施 

放課後児童クラブ、子ども・子育て支援施設等の図書館利用の促進 

読み聞かせ・おはなし会等の開催 

図書館利用のバリアフリー化 

来館できない子どもへのサービスの提供 

地域図書館の利用促進 

地域施設での読み聞かせ等の実施 

本の貸出しの充実 

図書館見学・訪問の実施 

朝読指導・朝読の充実 

読書週間・月間催事の充実 

読み聞かせ・ 
ブックトークの充実 
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２ 子どもの読書活動を推進するための環境の整備 

 

【施策の目的】 

●「瀬戸市立図書館の利活用計画」に基づき、令和８年春を目指して、図書館（本館）

をリニューアルし、本に出合える図書館として整備します。 

●「身近な場所に身近な図書館を」を合言葉に学校図書館を活用した地域を図ります。 

●情報ライブラリーにおいて青少年をターゲットとした蔵書構成を充実します。 

●保育園・幼稚園、小中学校の身近な場所に本がある環境を整えます。 

●図書館や図書コーナーにおいて子どもの年齢や発達段階に応じた本を充実します。 

●公民館や小中学校、ボランティア等が図書館と連携・協働して、お互いが持つ情報や

人材、ノウハウを生かして、子ども読書活動を効果的に推進します。 

 

【施策が目指す将来の姿】 

●リニューアル後の図書館本館では、「大人がゆっくり楽しめる。子どもも一緒に楽しめ

る。」のコンセプトの下、親子で過ごせる空間が充実しています。 

●図書館本館、情報ライブラリー、地域図書館の機能と役割、蔵書構成を明確にし、連

携によるネットワーク型サービスが充実しています。 

●子どもや親子づれが図書館、地域図書館、保育園・幼稚園の図書コーナー、学校図書

館等を積極的に利用して、読書を通じて知識や興味を広げています。また、心地よい

居場所として安心して過ごしたり、学習活動を行ったりしています。 

●読み聞かせ等のボランティアが交流や学習を深めながら、いきいきと活動を行ってい

ます。 

 

 （１）身近に本がある環境の整備 

【取組推進のポイント】 

●図書館のリニューアルにおいて、子ども・若者図書館ミーティング、高校生図書館

ミーティングで小・中・高校生等からいただいた意見を踏まえた施設整備（「館内エ

レベーター」、「個別ブース」、「閲覧席の増設」、「くつろいで読書ができる空間」） 

●情報ライブラリーや地域図書館等による身近に本に親しめる環境づくり 
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主な取組 取組方法 取組主体 
連携・ 

協働組織 

取組指標 

現状 計画期間 

【211】 

図書館リニュ

ーアルによる

施設の充実 

①テーマ別配架 

（十進分類法に頼らない主

題による配架） 

②閲覧席の増設 

（書架間に閲覧席の設置） 

③交流の場をつくる 

（アクティブラーニングが

できるスペースを設ける） 

④サイレントルームの設置 

（一部で個別ブース対応学

習スペースの確保） 

⑤親子で過ごせる空間の設

置（親子で気兼ねなく過ご

せる場、読み聞かせができ

る場所の設置） 

上記①から⑤の環境を整

え、「大人がゆっくり楽し

める。子どもも一緒に楽し

める。」をコンセプトとし

た子どもが本に興味を持

ち、本に出合える図書館づ

くりを実施する。 

図書館 ― ― 新規 

【212】 

地域図書館の

増設・充実 

「瀬戸市地域図書館づくり

推進計画」に基づき、中学校

区内に１館の地域図書館設

置のため、未設置地区の水

無瀬中学校区内に地域図書

館を開設する。 

本館同様の図書館サービス

を受けられたり、居場所と

して安心して過ごすこと

や、学習活動を行える場所

であることを周知し子ども

の利用を促進する。 

図書館 

教育政策課 

地域図書館

サポーター 
実施 拡充 

【213】 

情報ライブラ

リーのティー

ンズコーナー

の充実 

情報ライブラリーのティー

ンズコーナーを充実する。 

図書館 ― ― 新規 

 

 （２）図書の充実 

【取組推進のポイント】 

●読書のバリアフリー化に対応した図書の収集 

●保育園･幼稚園、子ども･子育て支援施設等の図書コーナーや学校図書館の図書の充実 

●図書館と各主体との連携･協働による団体貸出しや配本支援の利用促進 
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主な取組 取組方法 取組主体 
連携・ 

協働組織 

取組指標 

現状 計画期間 

【221】 

図書館の図書

の充実 

外国語を母語とする子ども

や読書に障害がある子ども

等に対応した本の収集を行

う。また、保育園・幼稚園、

子ども・子育て支援施設等

のニーズに合った団体貸出

しを考慮し図書を収集す

る。 

図書館 ― 実施 継続 

【222】 

図書館等にお

ける青少年向

けコーナーの

開設 

青少年の関心や興味をとら

える展示・情報提供を行う。

図書館等に専用コーナーを

設置する。 

図書館 ― 実施 継続 

【223】 

保育園・幼稚

園、子ども・子

育て支援施設

等の図書コー

ナーの整備 

保育園・幼稚園の全園が図

書館の団体貸出しの登録を

行い利用するとともに、子

どもが利用する施設に図書

を置き、読書ができる環境

を整備する。 

保育園 

幼稚園 

こども未来課 

せとっ子ファ

ミリー交流館 

交通児童遊園 

図書館 実施 継続 

【224】 

学校図書館の

整備 

国の「学校図書館図書整備

等５か年計画（R4～R８）」

に基づき、各学校図書館に

おける学校図書館図書標準

の充足、図書館からの配本

の活用、新聞の配置、展示の

工夫等を行う。 

学校教育課 

小中学校 
図書館 実施 継続 

【225】 

団体貸出し制

度の活用の促

進 

図書館の団体貸出し件数や

登録団体数を増やす。 
図書館 ― 実施 継続 

 

 （３）連携・協働による推進体制の整備 

【取組推進のポイント】 

●図書館から学校への図書貸出しや読書活動への支援 

●人材・団体間の情報の共有化 

●ボランティアとの連携、ボランティア活動への支援 

 

主な取組 取組方法 取組主体 
連携・ 

協働組織 

取組指標 

現状 計画期間 

【231】 

学校の調べ学

習への図書館

からの支援 

調べ学習に必要な図書の貸

出しや学習の進め方につい

ての助言等を図書館が必要

な学校すべてに支援する。 

図書館 

小中学校 
― 実施 継続 
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【232】 

団体貸出しの

対象・貸出し

図書の充実 

団体貸出しの対象を増やす

とともに、パネルシアター・

大型絵本等、貸出し図書を

充実する。 

図書館 ― 実施 継続 

【233】 

子どもの読書

活動に関わる

人材・団体間

の情報の共有

化 

図書館ボランティアと学校

図書館ボランティアとの交

流会等の開催やボランティ

アへ研修等の情報提供を行

う。 

図書館 

学校教育課 
― 実施 継続 

【234】 

ボランティア

登録制度の整

備 

読書に関わるボランティア

の登録制度を整備し、人材

の確保や活用を行う。 

 

図書館 

学校教育課 
― 実施 継続 

【235】 

ボランティア

団体との連携 

図書館ボランティアや学校

図書館ボランティア、子育

て支援等市民活動団体との

の交流を行い、人材や情報

等の相互交流を充実する。 

図書館 

学校教育課 

まちづくり 

協働課 

こども未来課 

社会福祉協

議会 

― 実施 継続 

【236】 

地域図書館開

設校へ図書館

からの司書の

派遣 

図書館から地域図書館を開

設する学校図書館へ司書を

派遣し、学校図書館業務を

支援する。 

図書館 ― 実施 継続 
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３ 子どもの読書活動への理解と関心の普及・啓発 

 

【施策の目的】 

●発達段階に応じ子どもが図書館や読書に関心を高める機会を充実します。 

●広報媒体を有効に活用して、広く市民に分かりやすく情報を提供します。 

●子どもや保護者、市民が参加したくなるような「子ども読書の日」、「読書週間」の催

しを充実します。 

 

【施策が目指す将来の姿】 

●乳幼児期から高校生期まで、子どもが図書館で気軽に本を借り、催しにも積極的に参

加しています。 

●市民が子ども読書の重要性を理解して、世代を超えて子どもが読書に親しむ機会づく

りを後押ししています。 

 

 （１）子どもの関心を高めるための取組 

【取組推進のポイント】 

●子どもが図書館や図書の利用を楽しみにするしくみの導入 

●子どもの発達段階に応じた魅力ある催しの開催 

 

主な取組 取組方法 取組主体 
連携・ 

協働組織 

取組指標 

現状 計画期間 

【31１】 

各施設での読

み聞かせの実

施 

読み聞かせボランティアと

の連携・協働により、保育

園・幼稚園、子育て支援施

設、小学校等で読み聞かせ

を行う。 

図書館 

保育園 

幼稚園 

小中学校 

こども未来課 

社会福祉協

議会 

ボランティア 実施 継続 

【31２】 

高校生参加ビ

ブリオバトル

の開催等 

市内の高等学校との連携に

より高校生ビブリオバトル

を開催する。また、愛知県大

会開催の PR や参加支援を

行う。 

図書館 高等学校 実施 継続 
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 （２）普及啓発活動 

【取組推進のポイント】 

●市の広報媒体等を活用した積極的な情報発信 

●「子ども読書の日」、「読書週間」における魅力ある催しの開催 

 

主な取組 取組方法 取組主体 
連携・ 

協働組織 

取組指標 

現状 計画期間 

【321】 

広報紙・ＨＰ

等を通じたＰ

Ｒ 

市広報掲載の「図書館から

のお知らせ」や等を通じ、関

連催事の案内等の情報を提

供する。 

図書館 ― 実施 継続 

【322】 

「子ども読書

の日」催事・啓

発活動の実施 

「子ども読書の日」（4/23）

に合わせた図書の展示やお

はなし会等の催事を開催す

る。子どもの読書活動への

関心を高める啓発を行う。 

図書館 

保育園 

幼稚園 

小中学校 

ボランティア 実施 継続 

【323】 

「読書週間」

催事・啓発活

動の実施 

「読書週間」（11 月）に合

わせた図書館での図書館ま

つりや公共施設、高等学校

等での催事を開催する。子

どもの読書活動への関心を

高める啓発を行う。 

図書館 

小中学校 

高等学校 

ボランティア 実施 継続 

 

４ 数値目標 

 

●子ども読書活動を推進するにあたり、達成すべき具体的な数値目標として次の４つを

掲げます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

項 目 令和４年度実績値 目標値 

図書館で活動する読み

聞かせボランティア団

体数・人数 

６団体・54 人 令和４年度を上回る 

図書館の団体貸出冊数 29,332 冊 令和４年度を上回る 

学校での朝読等実施率 
小 94％、中 88％、 

高 50％ 

小 100％、中 100％、 

高 75％ 

「子ども読書の日」関連

催事数・取組主体数 
３催事・１主体 10 催事・３主体 
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第５章 計画の推進に向けて 
 

１ 計画の周知 

 

●計画の推進については、家庭、学校、図書館、地域、ボランティア団体、民間企業を

はじめ、多くの関係者の理解と協力が必要です。 

●計画について市のホームページ等各種広報媒体への掲載や、保育園・幼稚園、学校、

公共施設で開催される、催事等に来場する市民等への広報を積極的に行います。 

●市民にわかりやすく情報発信し、計画内容全体や取組について理解を深め、参加や協

力を得ることができるようにプロモーションします。 

 

２ 関係機関との連携・協働 

 

●子どもの読書活動の推進には、関係機関や団体等がその重要性を認識して、それぞれ

環境を整えることや、既存の取組の中で子どもの読書活動推進の考え方を盛り込んで

いくことが必要です。 

●子どもの発達段階に応じて読書活動が切れ目なく行われ、また、市民に効果的に広が

っていくよう、関係者が連携・協働して取組を進めます。 

 

３ 計画の実施状況の点検・評価 

 

●年１回の調査により取組の実施状況を把握し、その結果について「瀬戸市子ども読書

活動推進協議会」の会議開催を通じて点検・評価を行い、計画の進捗管理を行います。 
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〇子ども・若者図書館ミーティング/高校生図書館ミーティングの開催 

  

令和４年７月から令和５年８月にかけて、将来の図書館づくりに必要なアイ

デアや、子どもたちの思い、考え等、意見を聴くため、子ども・若者図書館ミー

ティング、高校生図書館ミーティングを開催しました。 

各々のミーティングは同じ内容で実施しました。その中でのワークショップ

では、自己紹介を「おかしな私」と題し行いました。「お菓子に例えると私は○

○です。」「なぜなら、○○なお菓子と私は□□のような点で似ている、私は△△

のような人です。」とし、頭を編集的に動かすところからはじめ、身近な「お菓

子」を題材にすることでリラックスした雰囲気でミーティングを行うことがで

きました。 

 次に、「ないもの」を考えるコツや、図書館と関係のないところから図書館に

アイデアを持ってくる方法で、最終的には瀬戸市の図書館に必要なもの、欲しい

ものを考えてもらいました。 

 

 

【高校生図書館ミーティング】 

令和４年７月１５日 

参加者：高校生８名 

 

【子ども・若者図書館ミーティング】 

令和４年８月５日 

参加者：１４名（７歳から１７歳）  

 

【高校生図書館ミーティング】 

令和５年７月１９日 

参加者：高校生６名 

 

① これからの図書館に残したいもの 

 

 

 

 

 

 

・コピー機 

・壁画 

・ぬいぐるみ 

・青山美智子さんのサイン 

・ベビールーム 

・テラス 

 

・小さい子があそべるところ 

・読み聞かせ 

・小説、歴史まんが、絵本 

・紙芝居 

・雑誌 

・パソコン 
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② 図書館にないものであったらいいと思うもの 

・スマートフォンをあずけるところ 

・お菓子や飲み物を買えるところ、カフェ、イートインスペース 

・勉強だけではなくポスター作りなど作業ができる場所 

・エレベーター 

・エスカレーター 

・キッズルーム 

・広いスペース、広い自習室 

・テラス席 

・暖色系のライト 

・目をみはるようなポスター 

・坂ではない道 

・祭り、イベント 

・プール 

・ソファ 

・ピアノ 

・ベッド 

 

③ 瀬戸市にあるもので、図書館にあってもいいかなと思うもの 

・動物とふれあうところ 

・工作するところ 

・絵 

・望遠鏡 

・楽器 

・ジオラマ 

 

④ 瀬戸市にないもので図書館にあったらいいと思うもの 

・ナイト図書館 

・プラネタリウム 

・図書カードアプリ 

・雑誌の付録を配るイベント 

 

 

・ゲーム、ボードゲーム 

・UNO 

・チェス 

・将棋 

・トランプ 

・畑 

・たくさんのロッカー 

・遊具、滑り台 

・水槽 

・動物 

・欲しい人がもらう段ボール 

・点字のもの 

・まんが 

・ミニ水族館 

・添削会 

・美術館 

・ラジオを流すなど BGM 

・一蘭みたいな一人用スペース 

・学校から図書館の本を借りるシステム 

・各分野の定期的な講座 

・流しそうめん 

・仮眠スペース 

・ロケット 

・自分の書いた小説を寄贈する 

・寝て本が読める場所 

・ハンモックにつつまれたい 

 

・自習室 

・貸出機 

・除菌機 

・子どもたちの作品 

・返却口 

 

・プニルンズ（女の子用ゲーム） 

・UV レジン（工作用材料） 

 



 
資料編 

 
 

34 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※子どもたちからいただいた貴重な意見の一部は「大人がゆっくり楽しめる。子

どもも一緒に楽しめる。」本と出合える図書館づくりに反映いたします。 

 

 

 

 

令和５年７月１９日高校生図書館ミーティング 

令和４年８月５日子ども・若者図書館ミーティング 
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用語解説 

※五十音順 

朝読  学校で、授業が始まる前の 10 分間程度、一斉に先生と生徒がそれ
ぞれに自分の好きな本を読む活動。 

ウェルビーイング 身体的・精神的・社会的に良い状態にあることをいい、短期的な 
幸福のみならず、生きがいや人生の意義などの将来にわたる持続的
な幸福を含む概念。 
多様な個人がそれぞれ幸せや生きがいを感じるともに、個人を取り
巻く場や地域、社会が幸せや豊かさを感じられる良い状態に 
あることも含む包括的な概念。 

家読（うちどく） 子どもを中心に家族で同じ本を読み、読んだ本の感想などを話し合
って、コミュニケーションを深めることを目的とした読書活動。 

ＬＬブック ＬＬとは、｢やさしく読みやすい｣を意味するスウェーデン語の略で、
知的障害や学習障害のある人などが読みやすいよう、絵や写真など
を使って分かりやすく書かれた本。 

おはなし会 図書館の子どもに対するサービスの一つ。子どもと本の世界を結び
付ける手段として、子どもを集めて読み聞かせやストーリーテリン
グ（語り手が物語を覚え、本を見ずに語って聞かせること）などに
より、おはなしを聞かせる集まり。 

学校司書   学校図書館の仕事に主として携わっている職員。「文字・活字文化
振興法」の第８条第２項で「学校図書館に関する業務を担当するそ
の他の職員」として位置づけられた。 

学校図書館図書標準   文部省（現文部科学省）が平成 5 年に、公立義務教育諸学校の学校
図書館に整備すべき蔵書の標準として定めたもの。 

子ども読書の日   「子どもの読書活動の推進に関する法律」により、国民の間に広く
子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子ども
が積極的に読書活動を行う意欲を高めるために、4 月 23 日を「子
ども読書の日」と定めたもの。 

司書教諭   教諭の資格をもち、学校図書館の専門的な職務を行う教員のこと。
「学校図書館法」の改正により、平成１５年以降、１２学級以上の
学校に配置が義務付けられている。 

大学コンソーシアムせ
と   

瀬戸市と近隣の 6 大学（愛知医科大学、愛知工業大学、金城学院大
学、名古屋学院大学、名古屋産業大学、南山大学）が協働して、瀬
戸地域の新しい文化活動を創成していくための組織。瀬戸市立図書
館と各大学図書館間の図書の相互利用が可能。    

地域図書館   学校図書館を地域に開放し、地域図書館サポーター（ボランティア）
の協力を得て、図書の貸出し・返却・予約など瀬戸市立図書館の分
館的機能を提供。平成 18 年 10 月に品野台小学校に地域図書館「宝
島」を開館して以降、光陵中（H20.10）、西陵小（H21.10）、
水野小（H22.10）、東山小（H23.10）、幡山西小（H29.10）、
にじの丘学園（R2.10）順に開館し、現在７館の地域図書館を運営。 

出合う 本計画では「出合い」は「人と人が出会う」だけでなく、「人と本
が出合う」図書館を目指しており「出合う」を使用しています。 

ティーンズコーナー 青少年に読書の楽しさを知ってもらうために設置された、青少年を
対象とした図書・雑誌などを集めたコーナー 

読書週間 10 月 27 日から 11 月 9 日までの 2 週間にわたり、読書を推進す
る行事が集中して行われる期間 

読書通帳機 図書の貸出し履歴を利用者が自分で読書通帳に記録するシステム 

バリアフリー化 高齢者や障害者などが社会生活を送るうえで、障壁となるものを取
り除くことであり、ここでは誰もが読書や本にふれることができる
ようにすること 
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ビブリオバトル それぞれが読んで面白いと思った本を持ち寄り、その本の面白さに
ついて順番に５分程度で紹介し、どの本が一番読みたくなったかを
参加者の多数決で決めていく知的書評合戦のこと。ビブリオバトル
の効果として、ゲーム感覚で楽しみながら本に関心を持つことがで
きること、自ら本を選ぶ力・語る力が育つこと、読んでみたいと思
える本に出合う機会が増えることなどが言われている。近年では、
全国の大学、地方公共団体、図書館などで広がりつつある。 

ブックスタート   
 

すべての赤ちゃんと保護者を対象に、保健センター（やすらぎ会館
４階）で、６か月児健康相談時において、絵本を読み聞かせるとと
もに、メッセージを添えて手渡し、赤ちゃんと保護者が本を通して
楽しい時間を分かち合うことを応援する子育て支援の運動 

ブックトーク 子どもや大人の集団を対象に、本への興味を引き出すよう工夫を凝
らして、特定の主題について何冊かの本の内容の紹介を行う活動 

不読率 １か月に１冊も本を読まなかった人の割合 

プロモーション 販売促進のための宣伝等が元々の意味であるが、この計画に対する
意識や関心を高め、読書活動についてのメッセージを発信すること。 

放課後児童クラブ 児童福祉法第 6 条の 3 第 2 項の規定に基づき、保護者が労働等に
より昼間家庭にいない小学校の子どもたち（放課後児童）に対し、
授業の終了後に児童館等を利用して適切な遊び及び生活の場を提供
して、その健全な育成を図るもの。 

読み聞かせ 主として、乳幼児から小学生の子どもに、絵本や紙芝居を見せなが
ら読んで聞かせる行為。 
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第三次計画の進捗状況・方針調査結果 

 

№ 
基本
目標 

分野 
【施策番号】 
主な 
取組 

取組方法 

取組指標 

取組主体 
連携・ 

協働組織 
令和元年度から令和４年度の

主な取組 

取組
状況
の 

評価 
現
在 

計
画
期
間 

1 子ども
が読書

に親し
む機会
の提供 

・充実 

家庭での 
読書活動 

への支援 
 

【111】 

ブックス

タート事
業の実施 

６か月児
の健康相
談時に、
絵本の読
み聞か
せ、ファ
ーストブ
ックの配
布等を行
う。新た
に外国語
版（7 言
語）アド
バイスブ
ックを用
意し必要
に応じ配
布する。 

実
施 

拡
充 

図書館 
健康課 

ボラン
ティア 

・ブックスタート事業 
開催時期：6 か月児健康相
談時 
内容：絵本（２冊）・アド
バイスブックの配布、読み
聞かせ 
参加親子数： 
R1-742 組(実施率 95％） 
R２-781 組（実施率
91％） 
R3-708 組（実施率
96％） 
R4-708 組（実施率
97％） 

達成 

2 子ども
が読書

に親し
む機会
の提供 

・充実 

家庭での 
読書活動 

への支援 
 

【112】 

「 家 読

（ う ち
どく）」
推 進 の

啓発 

県が推進
する「家
読」事業
にについ
て、市民
周知のた
めの啓発
を行う。 

― 実
施 

図書館 
小中学
校 

―  ・家庭での読書活動支援のた
め、ブックスタート事業で
ファーストブックを配布し
た。 

・家読が実施できるよう、貸
出し業務を行った。 

・図書館の HP に、読書に関
するリンク集（お役立ち情
報）を掲載。 

・読書週間に合わせて、家庭
での読書を学校から勧め
た。 

達成 

３ 子ども

が読書
に親し
む機会

の提供 
・充実 

家庭での 

読書活動 
への支援 

 

【113】 

大人向け 
読み聞か 
せ・講座 

の実施 

保護者等
大人を対
象に読み
聞かせや
読書の大
切さ等を
学ぶ講座
を開催す
る。 

実
施 

拡
充 

図書館 
こども
未来課 

ボラン
ティア 
保育
園・幼
稚園 

・「大人向け朗読会」「ボラ
ンティアステップアップ研
修」、「読み聞かせボラン
ティア講座」を実施。 

・孫育て応援講座の中で絵本
を紹介したり、大人に向け
ての読み聞かせをしたり、
手作り絵本の作り方の紹介
をした。 

達成 

4 子ども
が読書

に親し
む機会
の提供 

・充実 

保育園 
・幼稚園

等での読
書機会の
提供・充

実 

【121】 

読み聞か 

せの実施 

図書館の
団体貸出
しの利用
により大
型絵本等
を使う
等、子ど
もの関心
や興味を
広げる絵
本・紙芝
居の読み
聞かせを
行う。 

実
施 

継
続 

保育課 
幼稚園 

図書館 
ボラン
ティア 

・団体貸出しや個人貸出しの
利用により絵本や紙芝居等
を使い、保育の中で読み聞
かせを行った。 

達成 
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№ 
基本
目標 

分野 
【施策番号】 
主な 
取組 

取組方法 

取組指標 

取組主体 
連携・ 

協働組織 
令和元年度から令和４年度の

主な取組 

取組
状況
の 

評価 
現
在 

計
画
期
間 

５ 子ども

が読書
に親し
む機会

の提供 
・充実 

保育園 

・幼稚園
等での読
書機会の

提供・充
実 

【122】 

本の貸出 
しの充実 

図書館の 
団体貸出 
しの利用 
により図 
書を充実 
し、家庭 
において 
も子ども 
が本に親 
しめるよ 
う絵本等 
の貸出し 
を行う。 

実
施 

拡
充 

保育課 
幼稚園 

図書館 ・図書館での団体貸出し利用
を活用して、家庭への貸出
しを検討する。 

・コロナウイルス感染症拡大
防止のため貸出しを休止期
間があった。 

継続
推進 

６ 子ども
が読書
に親し

む機会
の提供 
・充実 

学校での
読書機会
の提供・

充実 

【131】 

読み聞か 
せ・ブッ 

クトーク 
の実施 

図書館か 
らの司書 
の派遣や 
ボランテ 
ィアの協 
力により 
読み聞か 
せ、ブッ 
クトーク 
を実施す 
る。 

実
施 

実
施 

小中学
校 

図書館 
ボラン
ティア 

・小学校、中学校でボランテ
ィア等による読み聞かせを
実施した。コロナの関係で
定期的に実施することがで
きなかったが、状況に合わ
せて実施した。 

継続
推進 

７ 子ども

が読書
に親し
む機会

の提供 
・充実 

学校での

読書機会
の提供・
充実 

【132】 
読書指導 
・朝読の
充実 

国語にお 
ける読書 
の仕方や 
大切さに 
ついての 
学習、社 
会等にお 
ける調べ 
学習での 
図書館の 
利用等の 
読書指導 
を行う。 
また、朝 
読活動を 
推進し、 
学校生活 
での読書 
時間を確 
保する。 

- 実
施 

小中学
校 
高等学
校 

― ・各教科による読書の大切さ
や図書館利用等の実施。 

・小学校は、多くの学校で読
書週間を設定し朝読書を推
進している。中学校ではほ
とんどの学校が朝読書を実
施。 

継続
推進 
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№ 
基本
目標 

分野 
【施策番号】 
主な 
取組 

取組方法 

取組指標 

取組主体 
連携・ 

協働組織 
令和元年度から令和４年度の

主な取組 

取組
状況
の 

評価 
現
在 

計
画
期
間 

８ 子ども

が読書
に親し
む機会

の提供 
・充実 

学校での

読書機会
の提供・
充実 

【133】 
読書週
間・月間
催事の充

実 
 

読書週間 
等に、読 
書活動推 
進のため 
の催事を 
開催す 
る。 

- 実
施 

図書館 
小中学
校 
高等学
校 

― ・高校での読書週間の取組に
ついて市民に周知し、市民
とともに学校巡りとして参
加した。 

・小中学校では読書週間に記
録カードやクイズ、多読賞
を設けるなどして推進し
た。 

達成 

９ 子ども
が読書

に親し
む機会
の提供 

・充実 

学校での
読書機会

の提供・
充実 

【134】 
高等学校

との連携
事業の実
施 

 

高校生ビ
ブリオバ
トルや高
校図書館
めぐり
等、図書
館と市内
高等学校
との連携
により、
高校生の
ための読
書活動推
進事業を
実施す
る。 

- 実
施 

図書館 
高等学
校 

― ・「大学コンソーシアムせ
と」と連携しビブリオバト
ルを実施。高校生６人が発
表者として参加した。その
様子はインターネットでラ
イブ配信された。 

・瀬戸高校の図書館巡りを実
施した。 

達成 

10 子ども
が読書
に親し

む機会
の提供 
・充実 

図書館で
の読書機
会の提供 

・充実 

【141】 
図書館見
学・訪問

の実施 

市内全小
学校を対
象に図書
館見学を
実施す
る。ま
た、保育
園・幼稚
園にも図
書館訪問
を呼びか
ける。 

- 実
施 

図書館 
小学校 
保育園 
幼稚園 

― ・図書館見学 
R1-20 校 1,150 名 
R2-12 校  891 名 
R3-16 校 1,056 名 
R4-15 校 1,102 名 
※R2 にじの丘学園開校の
ため全小学校数は 20 校か
ら 16 校になった。 

達成 
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№ 
基本
目標 

分野 
【施策番号】 
主な 
取組 

取組方法 

取組指標 

取組主体 
連携・ 

協働組織 
令和元年度から令和４年度の

主な取組 

取組
状況
の 

評価 
現
在 

計
画
期
間 

11 子ども

が読書
に親し
む機会

の提供 
・充実 

図書館で

の読書機
会の提供 
・充実 

【142】 
読み聞か
せ・おは
なし会等

の開催 

読み聞か
せ・おは
なし会等
の開催 

実
施 

継
続 

図書館 
ボラン
ティア 
図書館
友の会 

― ・新型コロナウイルス感染症
収束後から、平日午前の読
み聞かせを再開。 

・キッズルームを開設し、読
み聞かせ、夏休み期間中の
理科講座・読書感想文の書
き方講座、図書館まつりで
の一日司書などの行事を行
った。 

継続
推進 

12 子ども

が読書
に親し
む機会

の提供 
・充実 

図書館で

の読書機
会の提供 
・充実 

【143】 
図書館利
用のバリ
アフリー

化 

LL ブッ
ク等読書
に障害が
ある子ど
もに対応
した図書
の収集・
充実や利
用しやす
い施設の
改修・整
備により
図書館サ
ービスの
バリアフ
リー化を
行う。 

実
施 

拡
充 

図書館 ― 
 

・LL ブックや大活字本の収
集を行うとともに、館内に
バリアフリーコーナーを設
置した。 

・R2.3.25 から開始した電
子図書館貸出冊数 

R3：5,260 冊 
（延べ利用数 9,958 人） 
R4：5,457 冊 
（延べ利用数 7,372 人） 

継続
推進 

13 子ども

が読書
に親し
む機会

の提供 
・充実 

図書館で

の読書機
会の提供 
・充実 

【144】 
来館でき
ない子ど
もへのサ

ービスの
提供 

直接来館
できない
子どもへ
郵送によ
る図書の
貸出しを
行う。そ
のための
利用方法
等広報を
行う。 

実
施 

継
続 

図書館 ― ・電子書籍の充実で実施 未達
成 

14 子ども
が読書
に親し

む機会
の提供 
・充実 

地域での
読書機会
の提供・

充実 

【151】 
地域図書
館の利用

促進 

地域図書
館につい
て学校の
集会等を
通じ保護
者等にも
積極的に
PR し認
知度を高
める。利
用のきっ
かけとな
る講座等
を開催す
る。 

実
施 

拡
充 

図書館 地域図
書館 
サポー
ター 

・クラブ活動のグループ作業
の場として地域図書館を提
供できた。 

・水野まつりに関連してイベ
ントを開催（R1、R4） 

 

達成 
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№ 
基本
目標 

分野 
【施策番号】 
主な 
取組 

取組方法 

取組指標 

取組主体 
連携・ 

協働組織 
令和元年度から令和４年度の

主な取組 

取組
状況
の 

評価 
現
在 

計
画
期
間 

15 子ども

が読書
に親し
む機会

の提供 
・充実 

地域での

読書機会
の提供・
充実 

【152】 
地域施設
での読み
聞かせ等

の実施 

公民館や
子ども・
子育て支
援施設等
におい
て、読み
聞かせ等
を行う機
会を増や
す。 

実 
施 

実
施 

まちづ
くり協
働課 
せとっ
子ファ
ミリー
交流館 
交通児
童遊園 

図書館 
ボラン
ティア 

・公民館の中には、定期的に
読み聞かせを実施し、本の
楽しさをこども達に伝えて
いる館もある。 

・「絵本の読み聞かせ」を年
間４４回実施し、乳幼児２
９６名、保護者２３４名の
参加をいただき、保護者に
読み聞かせを勧めることで
子ども非認知能力を高め
た。                                             

・子育て支援事業中の各種講
習会において読み聞かせを
実施した。 

 ①子育て談笑（R4 年度：
11 回） 

 ②子育て情報会（誕生会）
（R4 年度：12 回） 

 ③ふれあい遊び 
（R4 年度：58 回） 

 

達成 

16 子ども

が読書
に親し
む機会

の提供 
・充実 

地域での

読書機会
の提供・
充実 

【153】 
放課後児
童クラブ
等での読

書活動の
推進 

小学生等
が家庭や
学校以外
で過ごす
施設に図
書館の団
体貸出し
等の利用
を案内し
読書活動
を推進す
る。 

- 実
施 

図書館 
こども
未来課 

- ・放課後児童クラブの新規利
用登録実績はないが、放課
後児童クラブの継続的な貸
出し利用があった。 

 
・定期的に指導員による本の

読み聞かせを行うことで、
本に興味をもつ児童が増
え、次回の読み聞かせを楽
しみにして待ってくれるよ
うになった。また、読み聞
かせの時間以外でも、児童
が自主的に本を読むように
なった。 

達成 

17 子ども

の読書
活動を
推進す

るため
の環境
の整備 

身近に本

がある環
境の整備 

【211】 
地域図
書館の
増設・

充実 

小中一貫
校「にじ
の丘学
園」に地
域図書館
を開設
し、７館
とする。
案内看板
の設置
等、地域
住民が利
用しやす
い環境を
整備す
る。 

実
施 

拡
充 

図書館 
教育政
策課 

  令和 2 年 10 月に、にじの
丘学園地域図書館を開設。 

【にじの丘学園地域図書館利用
状況】 

令和２年度： 
貸出し利用者 13,549 人 
貸出冊数 20,841 冊 

令和３年度： 
貸出し利用者 19,446 人 
貸出冊数 28,933 冊 
令和４度: 
貸出し利用者 20,788 人 
貸出冊数 35,404 冊 
【7 館の合計（R4）】 
貸出し利用者 53,318 人 
貸出冊数 89.541 冊 

達成 
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№ 
基本
目標 

分野 
【施策番号】 
主な 
取組 

取組方法 

取組指標 

取組主体 
連携・ 

協働組織 
令和元年度から令和４年度の

主な取組 

取組
状況
の 

評価 
現
在 

計
画
期
間 

18 子ども

の読書
活動を
推進す

るため
の環境
の整備 

身近に本

がある環
境の整備 

【212】 

公民館図
書室等の
整備 

図書を置
くだけで
なく子ど
もが本を
手に取り
やすい施
設環境を
整える。
地域交流
センター
において
も図書室
や図書コ
ーナーの
設置を推
進する。 

実
施 

拡
充 

図書館 保護者 
ボラン
ティア 

14 公民館中 12 館で、図書 
室や図書コーナーを設けてお 
り、絵本の貸出しも行ってい 
る。 

達成 

19 子ども
の読書

活動を
推進す
るため

の環境
の整備 

身近に本
がある環

境の整備 

【213】 

自動車文

庫の実施 

遠隔地や
子ども向
け催事へ
の自動車
文庫によ
る貸出し
等の出張
サービス
を行う。 

- 実
施 

図書館 - 未実施 未達
成 

20 子ども

の読書
活動を
推進す

るため
の環境
の整備 

図書の
充実 

【221】 

図書館の
図書の充
実 

図書館資
料収集方
針の見直
しを行
い、外国
語を母語
とする子
どもや読
書に障害
がある子
ども等に
対応した
本の収集
を行う。
また、保
育園・幼
稚園、子
ども・子
育て支援
施設等の
ニーズに
合った団
体貸出し
を考慮し
図書を収
集する。 

- 実
施 

図書館 - ・LL ブックやパネルシアター、 
大型絵本・紙芝居の収集を
引き続き行った。 

・障害等で紙の本では読書を
することが困難な子どもの
ために電子書籍の導入を行
った。 

達成 
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43 

№ 
基本
目標 

分野 
【施策番号】 

主な 
取組 

取組方法 

取組指標 

取組主体 
連携・ 

協働組織 

令和元年度から令和４年度の
主な取組 

取組
状況
の 

評価 

現
在 

計
画
期
間 

21 子ども
の読書

活動を
推進す
るため

の環境
の整備 

図書の
充実 

【222】 

図書館等

における
中高生向
けコーナ

ーの開設 

中高生の
関心や興
味をとら
える展
示・情報
提供を行
う。図書
館等に専
用コーナ
ーを設置
する。 

実
施 

継
続 

図書館 - YA コーナーにおいて、定期
的にテーマ展示を行った。 

達成 

22 子ども
の読書

活動を
推進す
るため

の環境
の整備 

図書の
充実 

【223】 

保育園・

幼稚園、
子ども・
子育て支

援施設等
の図書コ
ーナーの

整備 

保育園・
幼稚園の
全園が図
書館の団
体貸出し
の登録を
行い利用
するとと
もに、子
どもが利
用する施
設に図書
を置き、
読書がで
きる環境
を整備す
る。 

実
施 

拡
充 

保育園 
幼稚園 
こども
未来課 
せとっ
子ファ
ミリー
交流館 
交通児
童遊園 

図書館 ・育児サロンを開催している
それぞれの部屋に、年齢に
合った本を設置。図書室で
は畳や机・椅子を置いて、
親子でまたは一人でゆった
りと本に親しめる環境にし
た。 

・小学生や中高生向けの本が
少なかったため、人気の漫
画本を購入し設置した。       

・児童室の一角に図書コーナ
ーを常設し、親子で図書に
親しむ事のできる環境を提
供した。 

・R4 年度は、コロナ渦で中
断していた貸出し業務を通
年で実施できた。（1 回あ
たり 2 週間３冊まで貸出
し）  

・殺菌庫の導入で、本の消毒
時間を短縮できるようにな 
ったことが大きな要因であ
った。   

・R4 年度も、3 ヶ月ごとに
市立図書館からの借用本入
れ替え作業を継続実施でき
た。 

・中高生の利用促進策とし
て、中古マンガの寄贈を受
け入れた。 

・団体貸出しの登録をほとん
どの園がしており、図書館
の本を借りているが、子ど
もたちが直接手に取って見
ることは少ない。 

・園の図書は子どもの興味に
よって購入しながら、読書
できる環境は整備してい
る。 

達成 
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№ 
基本
目標 

分野 
【施策番号】 
主な 
取組 

取組方法 

取組指標 

取組主体 
連携・ 

協働組織 
令和元年度から令和４年度の

主な取組 

取組
状況
の 

評価 
現
在 

計
画
期
間 

23 子ども

の読書
活動を
推進す

るため
の環境
の整備 

図書の
充実 

【224】 

学校図書
館の整備 

国の「学校

図書館図書
整備等５か
年計画 

（H２９～
３３）」に
基づき、各

学校図書館
における学
校図書館図

書標準の充
足、図書館
からの配本

の活用、新
聞の配置、
展示の工夫

等を行う。 

実

施 

継

続 

学校教育

課 
小中学校 

図書館 図書室におすすめコーナーを 
設置したり、各教室に学級分 
館を作ったりして、いつでも 
読書ができる環境を整えた。 

達成 

24 子ども
の読書
活動を

推進す
るため
の環境

の整備 

図書の
充実 

【225】 

公民館等
地域施設

の図書の
充実 

図書館との
連携により
公民館図書

室の図書の
入替を定期
的に実施す

る。その他
地域施設に
おいても必

要に応じ図
書館の団体
貸出しを行

う。 

実
施 

拡
充 

まちづく
り協働課 

図書館 年に 1 度、公民館の図書の 
入れ替えを実施。図書室の充 
実を図っている。 

達成 

25 子ども
の読書
活動を

推進す
るため
の環境

の整備 

図書の
充実 

【226】 

団体貸出
し制度の

整備・活
用の促進 

要綱策定
等、図書館
の団体貸出

し制度を整
備するとと
もに、登録

団体を増や
す。 

- 実
施 

図書館 - 教育施設や保育施設、ボラン 
ティア団体などの利用登録が 
あった。 

達成 
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№ 
基本
目標 

分野 
【施策番号】 

主な 
取組 

取組方法 

取組指標 

取組主体 
連携・ 

協働組織 
令和元年度から令和４年度の

主な取組 

取組
状況
の 

評価 
現
在 

計
画
期
間 

26 子ども

の読書
活動を
推進す

るため
の環境
の整備 

連携・協

働による
推進体制
の整備 

【231】 

学校の調
べ学習へ
の図書館

からの支
援 

調べ学習に

必要な図書
の貸出しや
学習の進め

方について
の助言等を
図書館が必

要な学校す
べてに支援
する。 

実

施 

拡

充 

図書館 

小中学校 

- 図書館から7校に対し学校司 
書派遣を行った。 
（配本冊数） 
R1：7,000 冊 

R2：4,500 冊 
R3：3,645 冊 
R4：2,875 冊 

 

未達

成 

27 子ども

の読書
活動を
推進す

るため
の環境
の整備 

連携・協

働による
推進体制
の整備 

【232】 

団体貸出
しの対
象・貸出

し図書の
充実 

図書館ボラ

ンティアと
学校図書館
ボランティ

アとの交流
会等の開催
やボランテ

ィアへ研修
等の情報提
供を行う。 

実

施 

拡

充 

図書館 - 大型絵本の購入や新規保育施
設の利用登録・貸出しを行っ
た。 

達成 

28 子ども
の読書
活動を

推進す
るため
の環境

の整備 

連携・協
働による
推進体制

の整備 

【233】 

子どもの
読書活動

に関わる
人材・団
体間の情

報の共有
化 

図書館ボラ
ンティアと
学校図書館

ボランティ
アとの交流
会等の開催

やボランテ
ィアへ研修
等の情報提

供を行う。 

実
施 

拡
充 

図書館 - 読み聞かせボランティア研修 
やボランティア同士の情報交 
換や交流会を開催 

未達
成 

29 子ども
の読書
活動を

推進す
るため
の環境

の整備 

連携・協
働による
推進体制

の整備 

【234】 

ボランテ
ィア登録

制度の整
備 

読書に関わ
るボランテ
ィアの登録

制度を整備
し、人材の
確保や活用

を行う。 

- 実
施 

図書館 
学校教育
課 

- 読み聞かせボランティア研修
を開催し新規登録へつなげる
ことができた。 

達成 
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№ 
基本
目標 

分野 
【施策番号】 
主な 
取組 

取組方法 

取組指標 

取組主体 
連携・ 

協働組織 
令和元年度から令和４年度の

主な取組 

取組
状況
の 

評価 
現
在 

計
画
期
間 

30 子ども

の読書
活動を
推進す

るため
の環境
の整備 

連携・協

働による
推進体制
の整備 

【235】 

ボランテ
ィア団体
との連携 

図書館ボラ

ンティアや
学校図書館
ボランティ

ア、子育て
支援等市民
活動団体と

の交流を行
い、人材や
情報等の相

互交流を充
実する。 

- 実

施 

図書館 

学校教育
課 
まちづく

り協働課 
こども未
来課 

社会福祉
協議会 

 - ・水野まつりイベントを図書
館サポーターや地域の子育
て部門のメンバーと合同で
開催。 

・図書館ボランティアや子育
て支援市民活動団体に限ら
ず、あらゆる市民活動団体
同士の交流、情報交換を実
施。 

 

未達

成 

31 子ども

の読書
活動を
推進す

るため
の環境
の整備 

連携・協

働による
推進体制
の整備 

【236】 

地域図書
館開設校
へ図書館

からの司
書の派遣
連携 

図書館から

地域図書館
を開設する
学校図書館

へ司書を派
遣し、学校
図書館業務

を支援す
る。 

実

施 

継

続 

図書館  - 対象７校に司書を派遣 
R1：166 回 
R2：261 回 
R3：307 回 

R4：291 回 
 

達成 

32 子ども
読書活

動への
理解と
関心の

普及・
啓発 

子どもの
関心を高

めるため
の取組 

【311】 

読書通帳

機の導入 

図書館に読
書通帳機を

導入し、図
書館見学時
等に子ども

に読書通帳
を配布す
る。 

- 実
施 

図書館 地元企業 読書通帳機の導入は未実施。 
「読書手帳」を作成し窓口で
配布。 

 

達成 

33 子ども
読書活

動への
理解と
関心の

普及・
啓発 

子どもの
関心を高

めるため
の取組 

【312】 

各施設で

の読み聞
かせの実
施 

読み聞かせ
ボランティ

アとの連
携・協働に
より、保育

園・幼稚
園、子育て
支援施設、

小学校等で
読み聞かせ
を行う。 

実
施 

拡
充  

図書館 
保育園 

幼稚園 
小中学校 
こども未

来課 
社会福祉
協議会 

ボランテ
ィア 

・ボランティアグループが小
中学校等で読み聞かせを行
った。 

・多くの学校でボランティア
による読み聞かせ等を実施
した。 

・保育士による読み聞かせの
実施 

達成 
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№ 
基本
目標 

分野 
【施策番号】 
主な 
取組 

取組方法 

取組指標 

取組主体 
連携・ 

協働組織 
令和元年度から令和４年度の

主な取組 

取組
状況
の 

評価 
現
在 

計
画
期
間 

34 子ども

読書活
動への
理解と

関心の
普及・
啓発 

子どもの

関心を高
めるため
の取組 

【313】 

高校生参
加ビブリ
オバトル

の開催等 

市内の高等

学校との連
携により高
校生ビブリ

オバトルを
開催する。
また、愛知

県大会開催
の PR や参
加支援を行

う。 

- 実

施 

図書館 高等学校 ・令和２年度は新型コロナウ 
イルス感染症防止対策のた 
め未実施。 

参加者 

R1：6 人（高校生 3 人） 
R3：5 人（高校生 1 人） 
R4：6 人（高校生 6 人） 

 

達成 

35 子ども

読書活
動への
理解と

関心の
普及・
啓発 

普及啓発

活動 

【321】 

広報紙・
HP 等を
通じた

PR 

市広報掲載

の「図書館
からのお知
らせ」や

HP 等を通
じ、関連催
事の案内等

の情報を提
供する。 

実

施 

継

続 

図書館 - ・広報にて 2 か月に 1 度新
着児童書の紹介を行った。 

・館内にて定期的に行ってい
るテーマ展示を、ＨＰで紹
介した。 

達成 

36 子ども
読書活

動への
理解と
関心の

普及・
啓発 

普及啓発
活動 

【322】 

「子ども

読書の
日」催
事・啓発

活動の実
施 

「子ども読
書の日」

（４/２３）
に合わせた
図書の展示

やおはなし
会等の催事
を開催す

る。子ども
の読書活動
への関心を

高める啓発
を行う。 

実
施 

拡
充 

図書館 
保育園 

幼稚園 
小中学校 

ボランテ
ィア 

・子ども読書の日を中心に、
読書感想画の展示や図書の
テーマ展示、キッズルーム
開設を行い、期間中毎日読
み聞かせを実施。 

・年齢に応じた読み聞かせを
実施。 

達成 

37 子ども
読書活
動への

理解と
関心の
普及・

啓発 

普及啓発
活動 

【323】 

「読書週
間」催

事・啓発
活動の実
施 

「読書週
間」（１１
月）に合わ

せた図書館
での図書館
まつりや公

共施設、高
等学校等で
の催事を開

催する。子
どもの読書
活動への関

心を高める
啓発を行
う。 

実
施 

継
続 

図書館 
小中学校 
高等学校 

ボランテ
ィア 

・読書週間に合わせ、子ども
一日司書等図書館まつりを
実施。 

・瀬戸高校の学校図書館への
見学ツアーを実。 

・学校では読書まつりなどの
催事を企画している。 

・おすすめの本を委員会等が
紹介する学校もあった。 

達成 
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読書活動の取組（幼稚園/保育園） 

 

幼稚園 主な取組内容 

瀬戸幼稚園 <クラス図書> 

各クラスに 30 冊程度の絵本を常備して、子どもたちは好きな絵本を自分で手に取

り読める環境。年度末に数冊入れ替えている。 

図書室：蔵書 1,000 冊以上。毎年 80 冊程度、新しい絵本を購入 

    

＜図書貸出し＞ 

月 2 回、全園児が図書室で自ら絵本を選んで借りる。借りた絵本は家に持ち帰り、

保護者と読み聞かせの時間を持つ。 

紙芝居や絵本：職員室に 500 冊程あり。保育者が、保育中や行事前の由来を伝え

る際などに活用している。図書係がおり、時々、新しい紙芝居を購入している。大型

絵本や大型紙芝居もあり活用している。 

瀬戸ひなご幼

稚園 

〇活動の合間、給食後、降園前などに絵本や紙芝居を毎日読んでいる。 

〇１日１回はどんなに時間がなくても、落ち着くためにも時間を作っている。 

〇子どもたちは各々、朝の会の前のトイレの時間後の待ち時間、給食後の待ち時間に好

きな絵本を読んでいる。 

はちまん 

幼稚園 

①園文庫をもつ（約 45 ㎡の平屋、一戸建『おひさま文庫』の名称で親しまれている。） 

・園設立時より文庫として貸出しを行っており、蔵書数は 6,600 冊以上、学期ごと

に新刊を購入し、年度末には古くなった絵本の差し替えも行っている。 

・週１回家庭への貸出しをして、子どもが自分で借りたい絵本を選び、持ち帰り、家

庭での読み聞かせをお願いしている。（夏休み前には一人二冊ずつ貸出し） 

・利用の際には、一般図書館と同じように、本の扱い方や文庫でのマナーも伝えるよ

うにしている。 

・職員は季節、その時の子どもの興味、関心に沿った絵本を借り、クラスでの読み聞

かせに利用することができる。 

・図書委員という形で各クラスより 2～3 名、保護者の方のお力を借りて貸出し・返

却の作業のお手伝いをお願いしている。 

・年度末には棚卸をし、すべての絵本の確認をしている。 

②各保育室の絵本（月刊絵本、園文庫で古くなった本、図鑑などを 100 冊程度常備

している。） 

・絵本は子どもの創造力を引き出し、追体験できるものなので、大切な教材として使

用している。 

・子どもが折に触れ、見たり読んだり、自由にできるようにしてある。 

・絵本はおもちゃではないので扱い方についても伝えるようにしている。 

③園だよりにて 

・幼児期にとっての絵本の大切さ・絵本の持つ力を伝えながら、おすすめの絵本の紹

介や、親子での楽しみ方、絵本の選び方や読み方を伝えている。 

④日々の保育の中で  

・朝の集いや食後、帰りの会などの時間や、活動の導入にも絵本の読み聞かせをして

いる。（その時々の興味、関心に合うもの、また、年齢に合った本を担任が選び、読

み聞かせを毎日必ず１冊以上は行っている。） 

⑤劇遊びに使用 

・毎年どの学年も、クラスでお気に入りの絵本をもとに、オリジナルの脚本を子ども

たちと一緒に考えながら作成し、劇遊びの題材として使用している。 
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幼稚園 主な取組内容 

菱野幼稚園 

 

〇日常的に、季節や行事に合った内容の絵本や紙芝居を読み聞かせている。 

〇活動の導入に取り入れている。 

〇朝や給食後、帰りの会の前などの自由時間に、クラスの本棚から好きな絵本を選び、

自主的に活用している。 

〇誕生日会のお楽しみとして、図書館から大型絵本を借り読んでいる。 

〇長編絵本を意図的に区切って読んだり、絵本を見せずに素話をするなどしている。 

〇図鑑を見ながら模写したり、見つけた虫を調べたりするなど、子どもたちが自主的に

活用している。 

〇話すだけでは内容が伝わりにくい、約束事や道徳的内容などは絵本を使って視覚から

も理解が深まるよう活用している。 

真貴幼稚園 

 

〇活動の導入に紙芝居や大型絵本、絵本などを見せている。 

〇帰りの会などの空き時間に、紙芝居、絵本などを見せている。 

〇図書室を充実し、本の飾り方やゆっくり座って見れるスペースを工夫して、好きな絵

本が見られる環境を作っている。（毎年新しく絵本を購入し、読み聞かせに取り入れ

ている。） 

〇絵本に色シールを貼り、絵本の整頓や片付け方をわかりやすくし、大切に扱えるよう、

年少から指導している。 

〇年長、年中の各クラスにブックコーナーがあり、推薦図書を紹介したり、好きな絵本

を見られるようにしている。（年中には各クラスに実物図鑑がおいてある。） 

〇子どもたちが見える所に今日読む絵本を飾っておき、子どもが興味を持てるようにし

ている。 

〇年少、満３クラスにはデンスペースがあり、座って本を読む環境を作っている。 

〇各学年、月刊絵本を園児一人ひとりに用意し、クラスの皆と一緒に見た後、月末に持

ち帰り、家庭でも見ていただいている。 

〇誕生日のプレゼントに絵本を贈っている。 

〇動植物の飼育法など、図鑑で調べるようにしている。 

〇園外保育に小さな図鑑を持って探検に行き、植物などを調べたりする。 

〇夏休み前の”おたより”で推薦図書の紹介をし、ご家庭でも興味を持っていただける

よう働きかけている。 
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幼稚園 主な取組内容 

マリア 

幼稚園 

１．月刊絵本や紙芝居の読み聞かせ 

 ①月 1 回、各保育室で担任が月刊絵本を読み聞かせる（年少のみ）。 

 ②週 5 回、降園時に歩き・バスコースの部屋で絵本や紙芝居を読み聞かせる。 

 ③帰りの会の時、担任が絵本や紙芝居を読み聞かせる。 

 ④未就園児教室で担当教諭が読み聞かせる。 

 ⑤自由遊びの時、子どもたちが絵本に親しみ自由に読めるように、各保育室に年 

齢相応の絵本をそろえている。 

 ⑥新しい紙芝居や、各保育室に年齢相応の新しい絵本を購入している。 

２．絵本の紹介 

 ①年 4～5 回、園選定の絵本紹介チラシを各家庭へ配布する。 

 ②未就園児教室の保護者に、園選定の絵本紹介チラシを配布する。 

３．図鑑 

①子どもが自然・植物・動物・魚・宇宙などに興味関心を持てるように、各保育 

室に年齢に応じた各種図鑑を置いている。 

雪の聖母 

幼稚園 

 

〇毎月、『なぜなぜはっけん！クイズ絵本』を各クラスで保育者が読み聞かせている。 

〇各クラスに 20 冊位の絵本を自由に読めるよう配置している。 

〇行事、季節の絵本、宗教（キリスト教関係）紙芝居等を保育者が読み聞かせている。 

〇未就園児クラスでも 1 回は絵本、紙芝居を読む。 

〇毎月全園児に絵本を配布している。 

〇図書室にある本は種類ごとに色付けで分類されており子どもが自分で自由に読んで

片付けられるようにしている。 

〇玄関には少年写真新聞社の幼児新聞ニュースを掲示している。 

 

保育園 主な取組内容 

保育園 

（公立 10 園） 

○給食後、おやつ後の「絵本タイム」を設けている。 

○お迎え待ちの時間を利用し読書時間の設置している。 

○保育士による読み聞かせを一日１～２回実施している。 

○週１回、１人１冊程度の園の本の貸出しを行い、家庭でも親子で本に触れる機会を作

っている。 

○ボランティアによる読み聞かせを行っている園もある。 
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読書活動の取組（小学校） 

 

学校 
R４年度 

実施・時期 
主な取組内容 

陶原小学校 〇朝（モジュールの時
間）読み聞かせボラ
ンティア「なんじゃ
もんじゃの会」によ
る読み聞かせ 

○１１月 学校公開日 
〇６月と１１月に読書

週間 

○ZOOM と対面を併用して、読み聞かせボランティア「なん
じゃもんじゃの会」による読み聞かせ 

〇学校公開日、読み聞かせボランティア「なんじゃもんじゃ
の会」の活動の周知を目的として、保護者も児童と一緒に
読み聞かせを視聴できる機会を設定 

○朝学習の時間に読書 
○図書室の使い方・新しい本の紹介動画を図書委員会で作成

して視聴 
〇図書委員のおすすめの本を掲示物で紹介 
○読書ビンゴ 

效範小学校 〇学期に１回、朝（モジ

ュール）の時間、２週

間の読み聞かせを実

施 

 （図書委員の児童、読

み聞かせボランティ

アによる） 

○読み聞かせ活動（保護者のボランティア） 

 （図書委員会の児童は低学年のクラスへ） 

○読書記録カードを利用し、本の感想などを記入 

○図書委員会の児童手作りしおりのプレゼント 

水野小学校 〇１学期と３学期に読
書週間を実施。 

〇２学期は読書月間を
実施 

〇毎週木曜日の給食時
に校長による読み聞
かせを実施 

○読書郵便を二学期に実施。 
○読み聞かせボランティアによる朝の読み聞かせ 
〇読書週間や読書月間にて、司書による読み聞かせを実施 
○朝読書の実施 
○読書ビンゴの実施し、ビンゴできた児童にしおりをプレゼ

ントした。 
○読書月間では、図書委員による読み聞かせを動画で撮って

DS ファイルに入れ、いつでも各クラスで見られるように
共有した。 

〇校長による校内放送での読み聞かせを実施 
〇担任以外の教師によるサプライズ読み聞かせの実施 

水南小学校 〇読書週間を毎学期実
施 

○朝の読み聞かせ（読み聞かせボランティア・先生・図書委
員） 

〇おすすめの本の紹介（１・２学期 先生・図書委員） 
○しおりのプレゼント（読書週間中に本を返すたびにもらえ

る） 
○読書郵便コンクール（１・２学期 優秀作品を掲示） 
○おすすめの本の紹介（３学期 図書委員のおすすめの本を

くじを引いて当たったら読む）    
○図書室にジブリコーナーを設置     

幡山東 
小学校 

〇毎週火曜日朝（モジュ
ールの時間）、朝読書
を実施 

〇１学期に読書週間を
行う。 

〇２学期に読書月間を
行う。 

○図書委員による長放課と昼放課の本の貸出し返却 
○６月２週間の読書週間 
 ・図書委員による読書週間のお知らせ 
 ・図書委員による低学年への読み聞かせ 
 ・担任の先生による読み聞かせ 
 ・ペア読書 
○１０月～１１月 ４週間の読書月間 
 ・地域ボランティアによる読み聞かせ 
 ・図書委員による読書月間のお知らせ 
 ・図書委員による低学年への読み聞かせ 
 ・自分の学級ではない教室での先生の読み聞かせ 
 ・委員会でのしおり作り 
 ・期間内に本を返却した子へのしおりプレゼント 
 ・ペア読書 
○夏休みと冬休みの本の貸出し（２冊） 
○図書だよりの配布 
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学校 
R4 年度 

実施・時期 
主な取組内容 

幡山西 
小学校 

〇年に３回の読書月間
（学期に１度） 

〇朝や長放課の読み聞かせ（図書ボランティアによる） 
○国語の時間として、読書週間に読み聞かせ（あゆみ・たん 

ぽぽ・らんぷの会による）       
○図書館司書によるブックトーク（６年生）           
○読書感想文(入選者)の発表     

下品野 
小学校 

〇１１月に、２週間「読
書まつり」を開催。期
間中、他に予定のない
日は朝読書を実施 

〇読み聞かせボランティアによる読み聞かせ（月１回程度） 
〇読書まつりを開催し、朝読書や読書ゆうびん、ペア読書、

読書貯金を行った。 
〇新刊の半数程度を学級図書に配置し、各教室の図書の充実 
 を図った。 
〇図書委員会の児童が、おすすめする本をカードに書き、図

書室前に掲示して紹介した。 

品野台 
小学校 

〇毎週木曜日朝、読書や
読み聞かせを実施 

〇2 学期に読書月間 
〇お昼の放送での読み

聞かせ 

○朝の読み聞かせ（保護者の読み聞かせボランティア・ラン
プの会） 

○読書ビンゴ 
○読書郵便 
○学年ごとの好きな本アンケートとランキング掲示 
○年間多読者賞の発表 

掛川小学校 〇クラスにより朝読書
や読み聞かせを実施                  

〇１学期・２学期に読書
月間を行う。 

〇朝の読み聞かせ（クラスにより担任が読み聞かせ）       
○１学期・２学期の読書週間に「らんぷの会」の読み聞かせ 
○学年ごとにテーマを決めた読書の取組             
○読書週間に委員会で決めた取組をしてより多くの子が本に

親しめるように促す。（本の紹介・読書の木など）  

長根小学校 ○金曜日朝（モジュール
の時間）、毎週、ボラ 

 ンティアによる読み
聞かせ、または読み聞
かせ動画視聴を実施                     

○２学期に読書月間を
行う。 

〇朝の読み聞かせ（保護者の読み聞かせボランティア）       
○本の紹介カード掲示 
○読書ビンゴ実施 
〇お昼の放送で多読者ランキング、貸出し数の多いクラスの

発表   

原山小学校 〇読み聞かせボランテ
ィアによる朝の読み
聞かせ 

○本の修理 
○毎週火曜日は朝読書

の時間を設けた。 
〇１１月頃に読書週間

を設定し、図書集会を
開き、読書週間イベン
トを実施した。 
・しおりのプレゼント 
・図書クイズラリー 
・図書ポスター 

〇学級での読み聞かせは、実物投影機を使用した。 
○図書委員会で、しおり作り、おすすめコーナー設置 
 読書推奨ポスターを作成。 

東山小学校 ○読み聞かせボランテ
ィアによる朝の読み
聞かせ    

○秋の読書月間 
○図書委員会のおすす

めの本を紹介する動
画を作成し、給食の
時間等に発表した。 

○読書月間に合わせ
て、先生や児童のお
すすめの本を「図書
便り」にして配布し
た。 

○ジブリコーナー・季節
のおすすめの本コー
ナーの設置 

○読み聞かせボランティアによる朝の読み聞かせ    
○秋の読書月間                      
○図書委員会のおすすめの本を紹介する動画を作成し、給食

の時間等に発表した。             
○読書月間に合わせて、先生や児童のおすすめの本を「図書

便り」にして配布した。                
○ジブリコーナー・季節のおすすめの本コーナーの設置 
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学校 
R4 年度 

実施・時期 
主な取組内容 

萩山小学校 〇朝会や児童集会のな
い朝（モジュールの時
間）に朝読書や読み聞
かせを実施 

〇毎学期ごとに２週間
程度、読書週間実施 

〇昼の放送活用 

〇朝読書の取組（読書カード記入） 
〇「読書だより」の発行 
〇あじさい読書週間、もみじ読書週、つばき読書週間の実 
 施（児童と先生方のおすすめ本の紹介カードの掲示・読書

ビンゴ・たてわり班による読み聞かせ・ 図書委員の読み
聞かせ実施・先生たちによる読み聞かせ）       

○読書感想文受賞作品の朗読      
〇図書委員によるポップの作成               
○波の会によるおはなし会（２回） 

八幡小学校 ○朝の会後の１５分間
に、毎月１～２回読み
語りを通年実施 

○６月に「あじさい読書
週間」を行う。 

○１１月に「秋の読書週
間」を行う。 

○１月に「ジブリコーナ
ー」設置 

○２月に教職員のおす
すめ本を紹介 

○朝の読み語り（図書ボランティア） 
○あじさい読書週間（読書の記録をあじさいの花弁に書き、

掲示） 
○秋の読書週間（読書ビンゴ・読書集会でのビブリオバトル・

読書記録） 
○「ジブリコーナー」にジブリ関連の図書を配置 
○教職員のおすすめ本の紹介カードを掲示 

西陵小学校 〇毎週金曜日業前、読書
タイム 

〇初夏と秋に読書まつ
り（約 3 週間ずつ） 

〇朝や、長放課の読み聞
かせ 

○朝の読み聞かせ…各教室で（保護者の読み聞かせボランテ
ィア・図書委員など） 

○長放課の読み聞かせ…図書室で（学校司書や、図書委員な
ど） 

○放送による図書クイズ 
○おすすめ本の紹介カード 
○保護者のボランティアによる図書室の本の整頓、修理など 
○学級文庫の充実（図書室の古い本や、似たような内容の本

が多くある本などを学級にまわす） 
○図書室前掲示板の活用 
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学校 R4 年度 
実施・時期 

主な取組内容 

にじの丘小
学校 

〇ボランティアによる
読み聞かせ：各学級、
学期に１回。学年ごと
に実施時期が異なる。 

〇上級生による読み聞
かせ：不定期実施 

〇リクエストボックス：
７月に設置 

〇読書週間：各学期１回 
〇配架変更：夏期休業中 
〇大階段の書棚：通年

利用 
〇ライブラリー通信： 

年間５回、不定期発
行 

〇ライブラリー装飾：図
書委員会で不定期実
施 

○読み聞かせボランティアによる朝の本の読み聞かせを実施
した。 

〇６年生が休み時間に低学年に読み聞かせを行った。 
○ライブラリーに｢本のリクエストボックス｣を置き、図書選

定の前に児童から置いてほしい本のリクエストを募った。 
○各学期の読書週間に、貸出アップキャンペーンを行った。

読書カードにスタンプを集めてもらい、スタンプが集まっ
た児童には、手作りのしおりをプレゼントした。 

〇夏休み中に、子どもたちが本を探しやすくなるよう、市立
図書館の協力を得て、配架の変更を行った。 

○大階段の書棚に旧５校から持ち寄った本を置いて、休み時
間などに自由に読めるようにした。 

○年に５回、ライブラリー通信を発行し、図書委員会主催の
取組について知らせたり、新刊本の紹介をしたりした。 

○図書委員会の児童が、ライブラリーに季節の飾りを作って
置いた。 

瀬戸特別支
援学校（小学
部） 

〇読み聞かせボランテ
ィアの読み聞かせの
会(年 2 回、6 月・12
月) 

〇萩山小読み聞かせの
会に参加 

〇読み聞かせボランティア（おはなしぶらんご）による読み
聞かせの会を年に 2 回実施している。 

〇萩山小と図書室を共用し、それぞれの図書を閲覧・貸出し
可能としている。 

〇ブックラックを活用し、図書室以外でも図書利用ができる
ようにしている。 

〇萩山小で実施される読み聞かせの会に参加している。 
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読書活動の取組（中学校） 

 

学校 R4 年度 
実施・時期 

主な取組内容 

水無瀬 
中学校 

○8:15～8:30 まで朝
読書を行った。 

○図書委員おすすめの
本という形でポップ
造りを行った。 

○先生のおすすめの本
をインタビューし、
図書室に置いた。 

○ジブリコーナーの設
置ということで、ジ
ブリなどのペーパー
クラフトを作成し
た。 

○図書室利用時に手指のアルコール消毒を行った。 
○利用者が多い日は，学年を限定した。 

南山中学校 〇朝読書を実施 
〇読書週間でおすすめ

の本を紹介 

〇朝読書を実施した。 
○読書週間で、図書委員によるおすすめの本を紹介した。 
〇学級文庫としてクラス単位で本の貸出しを行った。 

幡山中学校 〇テスト期間以外は、毎
日朝読書の時間が 15
分ある。 

○図書委員会で、図書室の本を 20 冊、学級文庫の本と 
 して選び教室で１か月保管している。１か月ごとに本を

交換している。 
○夏休み前に、夏休み特別貸出期間を設け、3 冊借 
 りられるようにしている。 
○図書委員会で、おすすめの本を紹介している。 

品野中学校 〇朝読書の実施 
〇朝の読み聞かせを実 
 施 
〇生徒玄関に本の平積

みをする。 

○朝読書（図書室で借りた本、家から持ってきた本）を毎朝行う。 
○朝の読み聞かせ（月曜日：担任、火曜日：図書委員２、３年生が

後輩のクラスで、木金：図書委員が自分クラスで行った。） 
〇水曜日のＳＳＴや行事以外の朝、朝読書を実施。 

６月に１週間読み聞かせを実施。 
○生徒が本を手に取りやすいように、毎回テーマを決めて生徒玄

関に本を置く。（続編のある本の第１巻、先生・図書委員のおす
すめ本など） 

光陵中学校 ○読み聞かせボランテ
ィアによる読み聞か
せの実施 

○学級文庫の定期的な
入れ替え 

○図書館だよりでのお
すすめ本紹介 

○アルコール消毒の設置 
○机や椅子、本棚などの、除菌シートを用いた拭き掃除 
○掲示物で手洗いの呼びかけ 
○開館時、窓を開けての換気 
○図書室利用学年の制限（月…１年、水…２年、金…３年） 
○図書室内での本の閲覧の禁止 
〇読書週間に朝の読み聞かせ 

水野中学校 ○朝読書 
○生活委員の「人権週間

活動」に協力し、図書
室にある人権に関わ
る本の紹介を行う。 

○学級文庫 
○昼放課の貸出し 
○図書委員による図書室の本の紹介および図書室内の展示

コーナーの設置 
 ・おすすめの本 
 ・人権に関わる本 
 ・ジブリの本 
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学校 
R4 年度 

実施・時期 
主な取組内容 

にじの丘中
学校 

○読み聞かせボランテ
ィアによる朝の読み
聞かせ 

〇学期ごとに「貸出アッ
プキャンペーン」と題
した貸出しを促す行
事を行った。 

○読み聞かせボランティアによる朝の読み聞 
 かせ 
○貸出アップキャンペーン 

主な内容 
 ビンゴカード、図書委員によるポップ作り、本 
 を隠して貸し出すミステリーブック、先生のおす 
 すめ本紹介コーナーの設置など。 

瀬戸特別支
援学校（中学
部・高等部） 

随時 〇お話ボランティアの方に読み聞かせをしていただいた。 
〇本の展示コーナーを設け、月刊のニュース雑誌やおすす

めの本を紹介し、生徒が本を手に取りやすくした。 
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読書活動の取組（高等学校） 
 

学校 
R4 年度 

実施・時期 
主な取組内容 

瀬戸高校 〇朝の時間（通年） 
〇夏のおすすめ図 
 書 
（6 月～10 月） 
〇まんが展 
（６月～７月） 
〇読書感想文コン 

クール（9 月） 
〇図書館まつり 
（10 月下旬～11
月中旬） 

〇ビブリオバトル 
（11 月） 
〇新蔵書管理シス
テムによる蔵書点
検（２月） 

・朝のＳＴ前に心を落ち着かせる時間。 
 学年によっては読書を行う。（10 分間）                
 
・夏のおすすめ図書：図書委員（約 40 名）が１枚ずつＰＯＰを作

成し、自分のお薦め本とともに展示。期間中に読まれた冊数を集
計、上位者を表彰する企画。 

・まんが展：蔵書の漫画本を紹介展示し、本を借りた人はガチャガ
チャを引いて缶バッジがもらえるイベント。 

・読書感想文コンクール：夏休み中に本人が選んだ本の感想文を書
かせ、２学期に学校が選び県のコンクールに出展する。（希望者
のみ） 

・図書館まつり：読書週間にあわせてテーマを設定し、図書館全体
を使って展示等を行う。昨年はタイムリーなテーマだったためテ
レビにも取り上げられ大盛況となった。 

・ビブリオバトル：希望者なく、時期的にも指導が困難だったため
参加せず。 

・春から蔵書管理システムを（ＣＡＳＡ（32bit 版）」から 
「Ｎoah(64bit 版）」 

 に変更して運用。大きなトラブルなく蔵書点検まで実施できた。 
   

   

瀬戸西高校 〇年に 2 回の特別
貸出し（夏季及
び冬季休業前） 

 
〇蔵書点検 
 
〇年間７回 
 
 
〇年間５回 
 
 
〇通年 
 
〇読書週間イベン

ト 
 
〇年度末 

夏季休業前： 
・ワタシの一行大賞 
・ＰＯＰ作成のためコーナー設置 
 
夏休み閉館中に実施 
 
「図書館だより」の発行 
 
 
図書選定・購入 
「図書館通信」の発行：新着図書の紹介 
 
オススメ本コーナーの設置 
 
ジブリをテーマに展示・発表を行う。 
 
 
「年間多読賞」の表彰 
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学校 
R4 年度 

実施・時期 主な取組内容 

瀬戸工科 
高校 

・年 3 回の特別貸
出し（春、夏、冬
休み） 

・各休みごとに冊数・貸出期間を変更して、読書する機会を増やす。 

   

 ・夏休み中の読書
感想文 

・年 6 回の図書だ
より発行 

・400 字詰め原稿用紙 3～5 枚を提出。優秀作品は後日表彰する。 
・図書委員による図書だよりの発行 
・先生のおすすめの本の紹介や読書のススメなどを掲載。 
・授業での図書室利用の促進 
 

瀬戸北総合
高校 
 

①毎日 8：35～
45 の 10 分間
（考査期間、行
事を除く） 
 

②年 5 回（四季ご
とと新年度） 

 
③通年 

 
④実施せず 

 
⑤⑥秋の読書週間

企画「映画やド
ラマになった
本」＆来館者に
栞プレゼント＆
雑誌バックナン
バーフェア 
 

⑦３年生卒業時
（２月末） 
 

⑧適宜 
 
⑨適宜 

 
⑩利用申請があっ

た時に対応 
 

※図書館は、令和
３年度１学期末
から校舎改修工
事に伴い閉館。
令和４年度２学
期に再開館。 

①朝読書 
 
 
②「図書館だより」の発行 
 
③インスタグラムによる情報発信（R4～） 
 
④図書委員によるポップ作り→展示 
 
⑤読書週間用展示（図書委員・3 年生情報創造系列生徒） 
 
⑥クリスマス特別企画「吹奏楽ミニコンサート＆雑誌バックナン 

バーフェア」 
 
⑦多読者の表彰 
 
⑧新刊書等の案内掲示作り 
 
⑨特設コーナーにて定期的に各分野の本の紹介 
 
⑩愛知県図書館の協力貸出利用（Ｒ3～） 
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小・中学校蔵書数 （R４）                             

 ※にじの丘小学校・にじの丘中学校は図書室を共用。 

 ※瀬戸特別支援学校（小学部）は萩山小学校と共用。 

 

 

小学校 

校名 

司書
教諭 

学校
司書 蔵書数 

(R4 年度末) 
（冊） 

学級数 
(R5.5.1) 

（組） 

図書標準 
（冊） 

図書 
充足率 

不足冊数 
（冊） 

備考 専任・

兼務・

無 

有・無 

1 陶原小 兼務 無 10,906  19 10,560  103％ 346   

２ 效範小 兼務 無 12,821  24 11,560  111％ 1,261    

３ 水野小 兼務 無 10,030  21 10,960  92％ -930  地域図書館 

図書館からの配架
分：6,246 冊 

４ 水南小 兼務 無 9,662 17 9,960  97％ -298    

５ 幡山東小 兼務 無 8,551  23 11,360  75％ -2,809 図書館からの学校
配達：1,095 冊 

６ 幡山西小 兼務 無 16,417  22 11,160  147％ 5.257 地域図書館 

図書館からの配架
分：10,853 冊 

７ 下品野小 兼務 無 14,400  15 9,160  157％ 5,240 図書館からの学校
配達：100 冊 

８ 品野台小 無 無 11,331  8 6,040  188％ 5,291 地域図書館 

図書館からの配架
分：5,854 冊 

９ 掛川小 無 無 3,787  5 4,560  83％ -773 図書館からの学校
配達：320 冊 

10 長根小 兼務 無 10,817  20 10,760  101％ 57 図書館からの学校
配達：760 冊 

11 原山小 無 無 9,037  10 7,000  129％ 2,037    

12 東山小 兼務 無 11,830  17 9,960  119％ 1,870  地域図書館 

図書館からの配架
分：8,181 冊 

13 萩山小 無 無 6,952  8 6,040  115％ 912  図書館からの学校
配達：440 冊 

14 八幡小 無 無 12,076  8 6,040  200％ 6,036    

15 西陵小 兼務 無 12,785  23 11,360  113％ 1,425  地域図書館 

図書館からの配架
分：7,991 冊 

16 にじの丘小 兼務 

無 21,206 

30 12,760 

93％ -1,714 

地域図書館 

図書館からの配架
分：17,477 冊 にじの丘中 無 11 10,160 

  合計 

  

161,089 270 149,240 115％ 23,208    
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中学校 

校名 

司書
教諭 

学校
司書 蔵書数 

(R4 年度末)
（冊） 

学級数 
(R5.5.1) 

（組） 

図書標準 
（冊） 

図書 
充足率 

不足冊数 
（冊） 

備考 専任・
兼務・
無 

有・無 

1 水無瀬中 兼務 無 13,251  20 14,240  93％ -989  

 

２ 南山中 兼務 無 19,566  27 16,480  119％ 3,086    

３ 幡山中 兼務 無 12,820  17 13,120  98％ -300    

４ 品野中 無 無 10,389  10 9,600  108％ 789    

５ 光陵中 無 無 13,831  9 9,040  153％ 4,791  地域図書館 

図書館からの

配架分：

11,176 冊 

６ 水野中 兼務 無 7,161  19 13,920  51％  -6759   

7 にじの丘中 無 無 小学校に

含む 

11 前頁で記載 前頁で記載 前頁で記載 前頁で記載 

  合計 

  

77,018 113 76,400 101％ 618  学級数のみに

じの丘中学を

含む 

  ※にじの丘小学校・にじの丘中学校は図書室を共用。 

  ※瀬戸特別支援学校（中学部・高等部）は光陵中学校と共用。 
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瀬戸市立図書館利用状況（R4） 

１.総括表 

 

☆令和３年度月平均は臨時休館を鑑み、１０ヶ月で算出  

２.貸出状況 

 

 

 

 

合　　計 前年度合計 月平均
前年度
月平均

対前年比(%)

338 291 28 29 116.2%

197,522 141,030 16,460 14,103 140.1%

個人 利用者数(人) 100,582 86,769 8,382 8,677 115.9%

貸出 貸出冊数(冊) 438,611 383,767 36,551 38,377 114.3%

新 規 登 録 者 数 2,053 2,045 171 205 100.4%

団体貸出 貸出冊数(冊) 25,958 22,229 2,163 2,223 116.8%

347 200 29 20 173.5%

49,851 29,137 4,154 2,914 171.1%

利用者数(人) 13,694 9,282 1,141 928 147.5%

貸出冊数(冊) 36,712 26,070 3,059 2,607 140.8%

品野台小（宝島） 利用者数(人) 1,701 2,190 142 219 77.7%

平成18年開館 貸出冊数(冊) 4,747 6,055 396 606 78.4%

光陵中 利用者数(人) 1,267 1,050 106 105 120.7%

平成20年開館 貸出冊数(冊) 3,733 2,810 311 281 132.8%

西陵小 利用者数(人) 7,614 9,095 635 910 83.7%

平成21年開館 貸出冊数(冊) 11,109 11,996 926 1,200 92.6%

水野小 利用者数(人) 4,527 4,338 377 434 104.4%

平成22年開館 貸出冊数(冊) 9,594 8,479 800 848 113.2%

東山小 利用者数(人) 6,692 9,137 558 914 73.2%

平成23年開館 貸出冊数(冊) 8,100 10,054 675 1,005 80.6%

幡山西小 利用者数(人) 10,729 9,207 894 921 116.5%

平成29年10月開館 貸出冊数(冊) 18,860 15,232 1,572 1,523 123.8%

にじの丘学園 利用者数(人) 20,788 19,446 1,732 1,945 106.9%

令和2年10月開館 貸出冊数(冊) 36,740 30,470 3,062 3,047 120.6%

594,164 517,162 49,514 51,716 114.9%総　　貸　　出　　冊　　数

地
域
図
書
館

貸出

貸出

貸出

貸出

貸出

貸出

貸出

情報
ライブラリー

開　　館　　日　　数

入　　館　　者　　数

貸出

1．総括表

本館

（学校配達分含む）

開　　館　　日　　数

入　　館　　者　　数

貸　　　　　　出　　　　　　　場　　　　　　　所

本　館 情報ライブラリー 地域図書館

230,514 21,772 7,713 259,999 43.8% 222,577 37,422

206,560 7,740 84,590 298,890 50.3% 263,811 35,079

1,240 44 102 1,386 0.2% 1,190 196

8,572 722 309 9,603 1.6% 7,428 2,175

446,886 30,278 92,714 569,878 495,006 74,872

12,058 5,127 130 17,315 2.9% 15,230 2,085

5,625 1,307 39 6,971 1.2% 6,926 45

17,683 6,434 169 24,286 22,156 2,130

464,569 36,712 92,883 594,164 517,162 77,002

小　　計

雑　　誌

視聴覚資料

小　　計

合　　計

資 料 区 分

一　般　書

児  童  書

郷土資料

点字･大活字本

総貸出数
計 構 成 比

前年度
実績

増減数
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公民館等図書利用調べ （R４） 

 
 

図書室(図書
コーナー)が

ある 

本の貸出しが
ある 

絵本の貸出し
がある 

1 年間
の貸出
冊数 

１年間
の利用
者数 貸出

期間 

冊数
制限 

ある ない ある ない ある ない 冊 人 冊 

① 陶原公民館 ○ 

 

○ 

  

○ 37 10 ２週 なし 

② 深川公民館 ○ 

 

○ 

 

○ 

 

0 0  ２週 5 

③ 祖母懐公民館 ○  ○   ○ 67 44 ３週 5 

④ 古瀬戸公民館 ○  ○  ○  25 15 ２週 5 

⑤ 東明公民館 

 

○ 

 

○ 

 

○ - - - - 

⑥ 效範公民館 ○ 

 

○ 

 

○ 

 

76 26 ３週 5 

⑦ 長根公民館 ○ 

 

○ 

 

○ 

 

30 26 ２週 3 

⑧ 水南公民館 ○ 

 

○ 

 

○ 

 

30 15 ２週 2 

⑨ 山口公民館 

 

○ 

 

○ 

 

○ - - - - 

⑩ 幡山公民館 ○ 

 

○ 

 

○ 

 

36 24 1 月 10 

⑪ 掛川公民館 ○ 

 

○ 

  

○ 0 0 １週 1 

⑫ 原山公民館 ○ 

 

○ 

 

○ 

 

5 3 ２週 2 

⑬ 萩山公民館 ○ 

 

○ 

  

○ 44 93 ２週 3 

⑭ 八幡公民館 ○ 

 

○ 

  

○ 68 9 1 月 ３ 

⑮ 道泉地域交流

センター 
〇  〇   〇 14 6 ２週 なし 

⑯ 水野地域交流

センター 
 〇  〇  〇 - - - - 

⑰ 下 品 野 地 域

交流センター 
〇   〇  〇 - - - - 
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※陶原、深川、道泉、古瀬戸、萩山、效範、品野台等、貸出しを行っている公民館、地域交流センターで

は同じ人の利用がある。 

※原山公民館、萩山公民館では絵本や児童書を借りる人はほとんどいない。 

※水南公民館：１階事務室内に図書室があり事務機器が置いてある。利用者はほぼ運営委員のみ。 

※品野台地域交流センター：交流スペースで本を読む親子、大人、子どもの姿がみられる。 

※貸出期間「２週」は２週間のこと。「１月」は 1 か月のこと。 

 

 

  

 図書室(図書
コーナー)が

ある 

本の貸出しが
ある 

絵本の貸出し
がある 

1 年間
の貸出
冊数 

１年間
の利用
者数 貸出

期間 

冊数
制限 

ある ない ある ない ある ない 冊 人 冊 

⑱ 品 野 台 地 域

交流センター 
〇  〇   〇 2 1 1 月 5 

⑲ 西陵地域交流

センター 
 〇  〇  〇 - - - - 

⑳ 新郷地域交流

センター 
 〇  〇  〇 - - - - 
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子どもの読書活動の推進に関する法律 

（平成十三年十二月十二日法律第百五十四号）  

（目的） 

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共

団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必要な事項を定め

ることにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって子

どもの健やかな成長に資することを目的とする。 

（基本理念） 

第二条 子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子どもが、言葉

を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身

に付けていく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての子どもがあらゆ

る機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそのた

めの環境の整備が推進されなければならない。 

（国の責務） 

第三条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの読書活動の

推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

（地方公共団体の責務） 

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情を踏ま

え、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

（事業者の努力） 

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子どもの読書活動

が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努めるものとする。 

（保護者の役割） 

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化に積極

的な役割を果たすものとする。 

（関係機関等との連携強化） 

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施されるよ

う、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制の整備に努

めるものとする。 

（子ども読書活動推進基本計画） 

第八条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、

子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動推進基本計画」という。）

を策定しなければならない。 

２ 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に報告する

とともに、公表しなければならない。 
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３ 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県におけ

る子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子どもの読書活動の推

進に関する施策についての計画（以下「都道府県子ども読書活動推進計画」という。）を策定

するよう努めなければならない。 

２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が策定されてい

るときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推進計画）を基本とする

とともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村におけ

る子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「市町村子ども読書活動推進計

画」という。）を策定するよう努めなければならない。 

３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進

計画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画の変

更について準用する。 

（子ども読書の日） 

第十条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子どもが

積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。 

２ 子ども読書の日は、四月二十三日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努めなけ

ればならない。 

（財政上の措置等） 

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施するため必要

な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

 

附 則 

この法律は、公布の日から施行する。 
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第五次「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」の概要 
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瀬戸市子ども読書活動推進協議会設置要綱 

（目的） 

第１条 瀬戸市子ども読書活動推進計画（平成２０年４月策定）に基づき、子どもの読

書活動を推進するための関係機関、関連団体等の連携及び協力体制の整備又は協働の

あり方若しくは方策について協議するため、瀬戸市子ども読書活動推進協議会（以下

「推進協議会」という。）を設置する。 

（協議事項） 

第２条 推進協議会は、次に掲げる事項について協議する。 

⑴ 子どもの読書活動に関する施策について、総合的かつ効果的な企画及び推進に関

すること。 

⑵ 子どもの読書活動に関する施策について、関係機関、関連団体等との連携、協力

及び協働のあり方に関すること。 

⑶ 子どもの読書活動に関する状況調査結果に関すること。 

⑷ 前３号に掲げるもののほか、子どもの読書活動を推進する上で必要な事項に関す

ること。 

（構成） 

第３条 推進協議会は、次に掲げる者で構成する。    

 ⑴ 別表に掲げる者 

 ⑵ 次のアからエまでに掲げる者から１名ずつ教育長が委嘱する者 

  ア 市内高等学校校長 

  イ 市内幼稚園園長 

  ウ 瀬戸市小中学校ＰＴＡ連絡協議会の家庭教育委員第１副委員長 

  エ 瀬戸市立図書館のボランティア 

２ 委員の任期は、１年とし、再任を妨げない。 

３ 推進協議会に会長を置き、会長は教育部長をもってこれに充てる。 

４ 会長は、会務を総理し、推進協議会の会議（以下「会議」という。）の議長となる。 

（会議の招集） 

第４条 会議は、会長が招集する。 

２  会長は、特に必要があると認めたときは、委員以外の者を会議に出席させることが

できる。 

（庶務） 

第５条 推進協議会の庶務は、瀬戸市立図書館において処理する。 

（雑則） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成２１年１月７日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 
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附 則 

この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和元年６月１０日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和２年９月１１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和３年６月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和４年６月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日等） 

１ この要綱は、令和６年１月１１日から施行し、令和５年４月１日から適用する。 

（経過措置） 

２ この要綱の施行の際現に委員である者で別表に掲げる者以外である者は、この要綱

による改正後の瀬戸市子ども読書活動推進協議会要綱第３条第１項第２号の規定に

より委嘱したものとみなす。 
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別表（第３条関係） 

 

 職 名 

会長 教育部長 

委員 教育政策課長 

委員 学校教育課管理指導主事 

委員 まちづくり協働課長 

委員 こども未来課長 

委員 保育課指導保育士 

委員 健康課長 

委員 図書館長 
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瀬戸市子ども読書活動推進協議会委員名簿 

 職    名 氏    名 

会 長 教育部長 磯 村 玲 子 

委 員 教育政策課長 谷 口  塁 

委 員 学校教育課主幹兼管理指導主事 此 下 明 雄 

委 員 まちづくり協働課長 杉 江 圭 司 

委 員 こども未来課長 山 井 利 明 

委 員 保育課指導保育士 白 木 美 香 

委 員 健康課長 内 田 智 高 

委 員 図書館長 吉 村 き み 

委 員 市内高等学校校長の代表 勝 見 ひろみ 

委 員 市内幼稚園園長の代表 加 藤 千 美 

委 員 家庭教育委員第１副委員長 伊 藤 陽 子 

委 員 図書館ボランティア 山 田 真 美 
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分類 開 催 日 等 会議等 内 容 

①第三次計画進

捗状況調査 

令和５年４月 13日 

～５月 25日 

瀬戸市関係

各課公所取

組状況調査 

・「瀬戸市子ども読書活動推進計画

（第三次）推進のための取組進捗

状況・方針調査について」 

・こども未来課始め担当７課へ調査

実施 

・取組進捗状況を図書館ホームペー

ジにて公表（令和５年８月22日） 

令和５年４月 13日 

～５月 25日 

高等学校取

組状況調査 

・「瀬戸市子ども読書活動推進計画

（第三次）策定のための高等学校

における読書の取組状況に関す

る調査について」 

・瀬戸高等学校を始め市内県立高等

学校（4校）へ調査実施 

令和５年４月 13日 

～５月 25日 

幼稚園取組

状況調査 

・「園での読書の取組」アンケート調 

査 

・雪の聖母幼稚園はじめ、市内７幼

稚園へ調査実施 

②公民館・地域

交流センター

調査 

令和５年 10月 23日

～11月９日 

公民館等図

書利用状況

調査ヒアリ

ング 

・公民館等での図書室の有無や貸出 

状況等アンケート調査 

・陶原公民館はじめ１４館、道泉地

域交流センターはじめ６館へ調

査実施 

③子ども読書活

動推進協議会 

令和６年１月 12日  第１回子ど

も読書活動

推進協議会 

・瀬戸市子ども読書活動推進計画

（第四次）案について 

・今後の予定について 

・その他 

令和６年３月８日 第２回子ど

も読書活動

推進協議会 

・パブリックコメント実施結果につ 

いて 

・瀬戸市子ども読書活動推進計画の

策定完了及び公表について 

・次年度以降の進捗管理等について 

・その他 

瀬戸市子ども読書活動推進計画（第四次）策定の経緯 
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④市民の意見の

反映 

令和６年 2月１日 

～ ２月 29日 

パブリック

コメント手

続実施 

・意見提出人数  ３人 

・意見件数   17件 

・意見への対応 

 A 意見を踏まえて、案を修正す

るもの       ０件 

 B 意見の趣旨や内容を盛り込み

済みであり、考え方を説明

するもの      ２件 

 C 今後の事業実施の参考とする

もの        ０件 

 D 表記・表現に関するもの 

（表記・表現の修正を含む） 

           １３件 

 E その他（A～D以外のもの）                     

２件 
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